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　広島県モラロジー協議会は、私たちが生活する地域や社会が、より暮らしやすく、笑顔あ

ふれる街になるように、人間性、道徳性を育てるさまざまな教育活動に取組んでいます。

その活動のひとつである「家族のきずなエッセイ募集」事業は、今年で第13回目を迎え広

島市内の小学校77校から5,492篇の作品が寄せられました。これは、ひとえにご応募くださ

いました児童や保護者の皆様、また、担任の先生をはじめ学校や広島市教育委員会の関係

者の皆様、さらに、選考に携わっていただいた選考委員の皆様のお力添えの賜物と深謝申

し上げます。

　平成30年度には小学校で、翌31年度からは中学校で「特別の教科　道徳」が実施さ

れ、本格的に道徳教育がスタートしました。この「エッセイ募集」に応募する児童は作品づく

りに取り組む過程で、改めて両親や兄弟姉妹、祖父母のみならず、祖先とのきずなの大切さ

や命の尊さ、生きることの素晴らしさなど、さまざまな気づきを得ることでしょう。このことが

児童の心の成長だけでなく、学校における道徳教育とよりよい家庭づくりのための一助にな

るものと確信しております。また、先生やご家族の皆様にとって、児童の気持ちを理解したり

共有したりするよい機会になると考え、今後も本事業の継続のために尽力して参ります。

　末筆ではございますが、後援をいただきました広島市教育委員会、広島市PTA協議会、

広島市退職校長会、株式会社中国新聞社、株式会社中国放送、広島テレビ放送株式会

社、株式会社広島ホームテレビ、株式会社テレビ新広島、広島エフエム放送株式会社をは

じめ、運営にご協力いただきました企業ならびに個人の皆様に厚く御礼申し上げます。

広島県モラロジー協議会

 

会長 中川　斎

主 催 者 あ い さ つ
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「家族のきずなエッセイ」の選考を終えて 

講 　 　 評

　子どもたちの作品を読んでいると、家族から多くのことを学んでいることに気づかされます。しかも学んでいるの

は、単なる知識ではなく、いわば生き方とも言うべきものです。今年度の12篇の優秀賞の中にもそのような学びが

記されています。いくつか例を引くことにしましょう。

　田村歩優実さんの「お母さんのいない夜」は、小児科医の母親が夜勤をする理由を聞いて作者が驚いたという

作品です。作者は、母親の夜勤をお金を稼ぐ手段だと考えていましたが、母親によれば、自分の子どもたちも夜間に

他の医師にかかることがあるのだから、母親も他の子どもたちのために夜勤を頑張っているというのでした。それ以

来、夜勤の夜は「見知らぬ子供たちを介して私たちとお母さんがつながる夜」になりました。

　亡き母親から学んだことを記しているのは、重松花奈さんの「お母さんからの愛」という作品です。作者は、偶

然、アルバムの中に母親が記録していたメッセージを見つけます。母親は、病気のため帝王切開で生まれた作者に

「生まれてくれてありがとう」と綴っていました。作者は、こうした言葉を読んで、亡き母親の愛情の深さに涙しなが

ら、自分が様々な人に助けられて生きていることに思い至るのです。

　木本菜花さんの「無意識に二つ」という作品では、5歳年下の弟との関わりが書かれていました。いつも「お姉

ちゃん」だからと我慢させられ、弟を「うっとおしい」と思っている作者は、アイスやお菓子を買うとき、無意識のうち

に弟の分も買ってしまいます。その理由を考えた作者は、弟が「うっとうしいけど、いとおしい」存在なのだと気づき

ます。こうしたアンビバレントな思いが兄弟の本質なのかもしれません。

　曽祖父母から学んだという作品もあります。鈴木幸輝くんの「思い出のきずな」では、認知症を患い、作者のこと

を忘れてしまった曾祖母が、作者の小さい頃の写真を手にしてひ孫自慢をするという内容でした。その情景を目に

して、作者は、認知症の曾祖母とのきずなは今なお思い出を通して結ばれていることを学びます。そして、谷本苺彩

さんの「大好きな私のひいおじいちゃん」では、去年他界した大好きな曾祖父のことが書かれていました。曾祖父と

の別れを通して作者が学んだのは、「別れはいつくるかわからないから、今大切な人との時間を大事にする」という

ことでした。

　このように、子どもたちは家族から様々な機会を通して様々なことを学びます。この学びは学校等での学びとは違

います。家族の中でしか得られない、家族の中ではじめて血肉となるような学びです。子どもたちは家族との関わり

の中で何かを「学び」、その学びとともに生きることの意味をより深く豊かにしているように思えます。子どもたちの

作品によって、改めて家族の役割の大きさを教えられる思いがしました。感謝するばかりです。

選考委員長 越 智　貢
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「家族のきずなエッセイ」作品選考委員会
令和4年度

選考日時／令和4年10月22日（土）14：00～16：00

広島市退職校長会

選考場所／広島鯉城モラロジー事務所 会議室

越智   貢
広島大学名誉教授

委員長

黒田  真司
広島市教育委員会　学校教育部指導第一課主任指導主事

委　員

中村  哲夫
広島市PTA協議会　副会長

委　員

柿木  澄男
広島市退職校長会

委　員

桑島  美帆
中国新聞社　報道センター文化担当記者

委　員

中川  喜直
（公財）モラロジー道徳教育財団中国ブロック　部長

委　員

中川　斎
広島県モラロジー協議会　会長

光原達夫 柿木澄男 正傳彰子
高野和博 石田秀孝 平岡満恵

委　員

宮本  伊知郎
エッセイ募集事業　実行委員長

委　員

予備選考委員

選 考・審 査 員

広島市退職校長会の6名に予備選考委員としてご尽力いただきました。
ありがとうございました。

04 2022「家族のきずな」受賞作品集



広島市立日浦小学校

広島市立口田東小学校

広島市立毘沙門台小学校

広島市立安東小学校

広島市立比治山小学校

広島市立宇品東小学校

広島市立長束小学校

広島市立長束小学校

広島市立みどり坂小学校

広島市立千田小学校

広島市立楽々園小学校

学校法人鶴学園 なぎさ公園小学校

重松  花奈

新谷  七虹

別府  花菜

鈴木  幸輝

田村  歩優実

木本  菜花

木村  嘉乃

杉岡  愛笑

青野  凌久

松木  咲羽

谷本  苺彩

内山  蘭

広島市教育委員会賞

広島市長賞

広島市PTA協議会賞

中国新聞社賞

中国放送賞

広島テレビ放送賞

広島ホームテレビ賞

テレビ新広島賞

広島エフエム放送賞

モラロジー道徳教育財団賞

広島県モラロジー協議会賞

優秀賞

広島市退職校長会賞
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お母さんからの愛

　私のお母さんは、私が小学一年生のときに亡くなりました。でも、

そんなお母さんがのこしていた、メッセージがあったのです。

　ある日、私が赤ちゃんのときのアルバムを見つけました。開いてみ

ると、母の字でこう書いてありました。「低体重、早期産。乳び胸と

全身むくみあり。三十二週で帝王切開により出産し、治療を優先する

ことにしました。小さいのに必死で息をしようとしている姿に涙が止

まらなかったよ。生きてくれてありがとう。」「胎児胸水と水腫を乗

り越えて、約二ヶ月早い誕生になったけど、無事に生まれてくれて本

当に嬉しかった。ありがとう花奈。生まれてすぐNICUで治療沢山頑

張ったね。痛かったね。元気になってくれて本当に本当によかっ

た！！。」と書いてありました。気付いたとき、私の目からは涙があ

ふれていました。私も、出来たならお母さんに手術をさせて、長生き

してほしかったです。でも、痛い思いをしながら、私の治療を優先し

てくれたお母さん。お母さんがいたからこそ、今の自分がいます。私

の恩人のお母さん、ありがとう。

　こうして、色々な人に助けられながら今も生きています。お母さ

ん、今はもういないけど、どこかで幸せにくらしていてね。

広島市立日浦小学校　重松  花奈

広島市長賞

優秀賞
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私の母

広島市立口田東小学校　新谷  七虹

広島市
教育委員会賞

優秀賞

　去年の冬、私の母が病気になった。

　転居してすぐに見つかったそうだが、私が知ったのは一か月後のこ

とだった。父がいつも以上に家事をするので、今までとちがうなと思

いながら過ごしていたのを覚えている。

　初めて話を聞いた時、「がん」という言葉で、もう母は死ぬのだろ

うと思い、頭の中が真っ白になった。一年前に祖父ががんで亡くなっ

ていたからだ。治るから大丈夫と言われても、私にうそをついている

のではと疑ったりもした。悲しい気持ちや不安な気持ちは、母にはも

ちろん、父にも友達にも言えなかった。担任の先生と話せた時には、

話を聞いてもらえたことがうれしくて涙が出そうになった。夜寝る時

に、気づかれないように布団の中で泣いたこともあった。

　母はちりょう中に体調が悪くなることがあったが、自分がどれだけ

しんどくても一番に私たち家族のことを考えてくれていた。そんな母

をすごいと思うし、感謝している。母の手術が終わり、退院する日は

うれしくて急いで学校から帰った。元気な姿にほっとした。

　人はいつ死んでしまうか誰にも分からない。だからこそ、この一瞬

一瞬をこれからも大切に生きていきたい。
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命の大切さ

　私には忘れられない話がある。お父さんから聞いたひいおじいちゃ

んの戦争のころの話だ。私は、その話のおかげで命の大切さを実感す

ることができた。

　夏のある日、ひいおじいちゃんは、火事にあったそうだ。ひいおじ

いちゃんは、水をかけようとして、ホースの近くにいた人に「水を出

してくれ。」と、たのんだ。その時、ドカン。ホースの近くにばくだん

が落ちて、その人はなくなってしまったのだ。私は考えた。もしも、そ

のばくだんのせいで、ひいおじいちゃんがなくなっていたら・・・。少

しこわくなってきた。その後、お父さんは言った。「もしも、ひいおじ

いちゃんがなくなった人と逆の位置にいたら、お父さんは、生まれてい

ない。もちろんその先はなかったかもしれないね。」と。私は、はっと

した。確かに、一人でもかけてしまっていたら、命は続いていない。ひ

いおじいちゃん、ひいおばあちゃんがいたから、おじいちゃん、おばあ

ちゃんがいる。おじいちゃん、おばあちゃんがいるから、お父さん、お

母さんがいる。お父さん、お母さんがいるから、私がいる。そういう風

に大きな奇跡が積み重なって、私がいる。

　次は、私が命を受けついでいく番だ。

広島市立毘沙門台小学校　別府  花菜

広島市
PTA協議会賞

優秀賞
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思い出のきずな

広島市立安東小学校　鈴木  幸輝

広島市
退職校長会賞

優秀賞

　ぼくのひいばあちゃんは、よく笑いやさしくおっちょこちょいでた

のしい人でした。でも、数年前から認知症になりました。あんなにか

わいがってくれたのに、ぼくのことがわからなくなってしまいまし

た。会いに行っても、「こりゃ、どこの子かいの。」と言われまし

た。ぼくは、冗談だと思っていたけど、本当にぼくのことがわからな

いと気付いて、とても悲しい気持ちになりました。いつ行ってもぼく

のことがわからなくなり、会いに行くことがいやだと思うようになっ

ていました。

　でもある日、会いに行った時、ひいばあちゃんが数枚の写真を見せ

てくれました。その写真は、ぼくの赤ちゃんの時からの写真でした。

「これは、うちのひ孫。男前じゃろ。工作が好きなんよ。よお食べて

　大きいんよ。」

とうれしそうにたくさんの思い出を話してくれました。ぼくは、びっ

くりしました。認知症になっても、今までの思い出は残っていて、大

切に思ってくれているんだと思うと涙が止まりませんでした。ぼくは

会いに行きたくないと思ってしまったことをこうかいしました。認知

症でもきずなは結ばれています。これからはもっとひいばあちゃんに

会いに行きます。

092022「家族のきずな」受賞作品集



お母さんのいない夜

　私のお母さんは小児科の勤務医です。一週間に一、二回は夜中の零

時過ぎに帰ってきたり、夜遅くに仕事に出かけて翌日帰ってきたりし

ます。

　そんな日はいつもより大変で、妹が「お母さんがいないからさみし

い。」と言って泣いたり、お母さんに「仕事に行かないでほしい。」

と言って駄々をこねたりします。そして私も少し不安になります。

　それでもお母さんは「これがお母さんの仕事だから。」と言って、

少し困った様な泣きそうな顔をして仕事に出かけて行きます。そし

て、「お母さんはあなたたち二人が病気やけがで困った時に、他のお

医者さんにきちんと診てもらいたいの。だから、お母さんは他所の子

どもたちを誠意を持って診ているんだよ。『情は人のためならず』だ

からね。」と言います。

　私は今まで、お母さんは私たち二人を育てるために頑張ってお金を

稼いでいるのだとばかり思っていましたが、そればかりではないこと

を知っておどろきました。

　お母さんがいない夜は、見も知らぬ子供たちを介して私たちとお母

さんがつながる夜です。

広島市立比治山小学校　田村  歩優実

中国新聞社賞

優秀賞
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無意識に二つ

広島市立宇品東小学校　木本  菜花

中国放送賞

優秀賞

　私には、五さい下の幼稚園に通う弟がいる。わんぱくでやんちゃで

いつもうるさい。最近は、少しずつ家の事もできるようにはなってき

たけど、散らかっている部屋の片付けや食器を下げたりするなどお姉

ちゃんだからと仕上げはいつも私。お姉ちゃんに面どうを見てもらお

うと思って生まれる間かくは空けたのよと親は言うけど、それってど

うなの。お姉ちゃんって損だなと思うことがあっても、そうは言って

もなんだかんだ一しょに折り紙を折ったり、ゲームをしたり楽しんで

いる自分もいる。

　私はご飯のあとにデザートを取りにいくとアイスを二つ手にとる。

スーパーに買い物に行く時も同じおかしを二つカートに入れる。その

うちの一つを「はいっ」と弟にわたす。私の中で弟は無意識ながらも

当り前の存在。

　そんな姿を見てきたからか弟も幼稚園の遠足から帰ってくると二つ

にぎりしめているドングリのうちの一つを私にわたしてくる。親と出

かけて帰ってきたときもおそろいの物を買ってきてうれしそうに一つ

わたしてくれる。

　無意識にいつもおたがいを思っている。

うっとうしいけどいとおしい。けんかもするけどこれからもよろしく

ね。
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お父さんとの思い出

　私には、五才からお父さんと手をつないで保育園まで歩いて通った

思い出があります。

　二つ上の姉がいる時は、車で通っていました。姉が小学校に上がる

と、私とお父さんは二人で歩いて保育園に行くようになりました。車

だと5分で行けて、お父さんもそのまま仕事へ行けるのに、歩いて通

いました。歩くと十分はかかる道のりを、雨の日はかさを差して行き

ました。手をつないでゆっくりと話ながら歩きました。寒い冬は手を

つないであたたまりながら、夏は汗をかきながら、しりとりや友達の

話をしました。歩いている時は、ほっとして安心できました。お父さ

んと話をすることが楽しかったです。

　今は小学校に登校班で行っています。お父さんと手をつないで行く

ことはなくなりました。お父さんと手をつなぐことがはずかしいくら

いです。だけど、やっぱり今でもあの時にもどりたいと感じます。

　私は、手をつないでくれたお父さんが大好きです。今でもいろいろ

な話をしてくれるお父さんが好きです。

　お父さん、ありがとう！

広島市立長束小学校　木村  嘉乃

広島テレビ放送賞

優秀賞
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「ごめんなさい。」

広島市立長束小学校　杉岡  愛笑

広島ホームテレビ賞

優秀賞

　「明日から、一人で帰りなさい！」おばあちゃんが怒った。

　塾の夏期講習から帰ってだらだらし、午後の習い事をさぼろうとし

ていた。妹も連れて行かなくてはいけないのに――。妹は、まだ行か

ないのならと、遊びに行ってしまった。それで、おばあちゃんの怒り

が爆発したのだ。

　夏休み、お母さんは仕事。だからおばあちゃんが、塾に行く私を毎

日送迎してくれる。塾が終わるのはお昼。暑い中を歩いて迎えに来て

くれる。駅は近いし本当は一人で平気だけど、少しでも早くおばあ

ちゃんの笑顔を見てほっとしたくて迎えに来てもらっていた。

　怒っているおばあちゃんに、私は素直にごめんなさいと言えなかっ

た。そこに妹が帰って来た。妹と二人、「ものを習う姿勢」について

お説教された。妹は、「お姉ちゃんのせいで怒られた」とにらんでき

た。妹はいつもこうだ。私は、妹なんか大嫌いだと思った。

　次の日、いつもの電車に乗って帰った。降りると、おばあちゃんが

ちゃんといた。「みーちゃんが、『お姉ちゃんを迎えに行ってあげ

て。私だったら迎えに来てほしい。』と言ったよ。かわいいね。」と

笑顔で言った。私は、「昨日はごめんなさい。」と、やっと、言えた。
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新しい命

　ぼくには、小学二年生の弟がいて、お父さんと、お母さんの四人家

族だ。これからも、ずっと四人家族だと思っていた。

　そんなある日、お母さんから一枚の写真を見せられた。ぼくには、

それがなんなのか分からなかった。お母さんに、「これは何？」と聞

くと、「赤ちゃんだよ。」と言われた。ぼくはとてもおどろいたと同

時にすごくうれしかった。

　それから毎日、ぼくはお風ろそうじをしたり、お皿を洗ったり、お

手伝いをたくさんしている。お手伝いをたくさんすると、お母さんが

いつも、「ありがとう。」と言ってくれる。

　後四ヶ月で新しい命が生まれてくる。ぼくは、赤ちゃんが生まれて

きたら、たくさん話しかけたり、だっこしたり色んなことをしてあげ

たいと思っている。

　もちろん、おなかの中にいる赤ちゃんにも家族みんなで毎日、「元

気ですか？。」や、「兄ちゃんですよ。」と話しかけている。

　家族全員、赤ちゃんが生まれてくるのを、楽しみに待っているのを

見て、ぼくもすごくわくわくしてきた。

　元気に生まれてきてね。

広島市立みどり坂小学校　青野  凌久

テレビ新広島賞

優秀賞
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手わたす元気

広島市立千田小学校　松木  咲羽

広島エフエム放送賞

優秀賞

　小さい時おじいちゃんの家に行くと、いつもおじいちゃんが私とお姉

ちゃんをお風ろに入れてくれていました。おじいちゃんは私をだいて湯

ぶねに入っていましたが、入るとお風ろから湯があふれ出ていました。

それが面白かったことを覚えていて、今でも自分で入る時に思い出すこ

とがあります。お風ろから出た後はおばあちゃんがかみをかわかしてく

れて、後から出てきたおじいちゃんはいつもお姉ちゃんと私に一つずつ

チーズをくれました。風ろ上がりのチーズはおいしかったです。私が三

才になる前におじいちゃんは亡くなってしまったので、いっしょに入れ

なくなったけれど、思い出は心に残っています。

　それからはおばあちゃんの家に行くと、おじいちゃんのお仏だんの前

に、天国でも元気でいてほしいという気持ちで手紙を書いて置いていま

す。一人になったおばあちゃんには一人でも長生きしてほしいという気

持ちで、元気の出る箱という箱を作り手紙を入れています。おばあちゃ

んはそれを読むとよろこんでくれます。その箱がいっぱいになるくらい

書き続けて、さみしくないようにしてあげたい。お仏だんのおじいちゃ

んは、やさしく私を見守ってくれているように思えました。
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大好きな
私のひいおじいちゃん

去年の春、ひいおじいちゃんが亡くなりました。私はひいおじいちゃ

んが大好きでした。ひいおじいちゃんとの写真を見ると、たくさんの

思い出を思い出します。水族館や旅行に連れて行ってもらった事や、

魚釣りに行った事。にこにこと優しい笑顔で私の名前を呼んで抱きし

めてくれた事。心臓が悪かったひいおじいちゃんは、時々しんどそう

にしながらも

「大丈夫だよ」と言い、私や弟の為に色々な所へ連れて行ってくれま

した。数えきれない程の優しい思い出と、ひいおじいちゃんの温かさ

を今でもしっかり覚えています。ひいおじいちゃんとの別れは突然

で、まだまだ一緒にいられると思っていた私は、とてもショックでし

た。もっとひいおじいちゃんに会いたかった、もっと大好きだよと伝

えたかったのに、もう叶う事はありません。お寺の方が「出会いがあ

れば、別れは必ずある。大切な出会い程、別れは辛くなる」と言われ

ていました。別れはいつくるか分からないから、今大切な人との時間

を大事にしていきたいと思いました。ひいおじいちゃんとはもう会え

ないけれど、思い出を大切にしようと思います。そして、いつか私に

子供や孫が出来た時、私もひいおじいちゃんの様な温かい存在であり

たいなと思いました。

広島市立楽々園小学校　谷本  苺彩

モラロジー
道徳教育財団賞

優秀賞
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お母さんからの
大切なお弁当

学校法人鶴学園 なぎさ公園小学校　内山  蘭

広島県
モラロジー協議会賞

優秀賞

　私の小学校は給食はないので、毎日お弁当を持って行きます。お母

さんは仕事をしているので、とても忙しそうですが、毎朝早起きをし

てお弁当を作ってくれます。

　私は、一年生の時に体が小さくて、食べるのが人よりもおそかった

ので、お弁当の時間が好きではありませんでした。だけど、お母さん

は私が楽しくランチタイムを過ごせるように、かわいいキャラクター

のお弁当を作ってくれました。私は毎日どんなお弁当か楽しみで、お

弁当の時間が好きになりました。今思うと、お母さんは、おかずを食

べやすい大きさにしていたり、栄養のバランスを考えて、色とりどり

のお弁当を作ってくれている事が分かります。当たり前のように毎日

食べているけれど、お母さんは私のために色々考えながら作ってくれ

ているのだと思います。

　お弁当は注文もできるのに、どうして毎日がんばって作ってくれる

のか聞いてみると、「お母さんも、子どものころにお弁当で、おばあ

ちゃんからの愛情を感じる事ができたから、お弁当には、お母さんの

愛情がたっぷりつめてあるのよ。」とうれしそうに話してくれまし

た。私は、その話を聞いて、ますますお母さんのお弁当が大好きにな

りました。
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たん生日プレゼント
広島市立毘沙門台小学校　松本  理子

広島市
教育委員会賞

優良賞

広島市
教育委員会賞

優良賞

広島市
教育委員会賞

優良賞

広島市
教育委員会賞

優良賞

広島市
教育委員会賞

優良賞

広島市
教育委員会賞

優良賞 　私は、毎年お母さんからたん生日プレゼン

トをもらっています。だから今年は、私から

お母さんにたん生日プレゼントをわたす計画

を立てました。

　まず、お母さんのほしい物を考えました。

はじめは、「お母さんは、作ることが好きだ

から、何か作ることができるキットがいいか

な」と、思いました。しかし、私は、「使って

もらいたい」と思ったので、お母さんがいつ

も使っているものを、観察してみることにし

ました。すると、すぐに見つかりました。そ

れは、エプロンです。そのエプロンは、ボロ

くなっていて、よごれていたので、それがい

いと思いました。

　次の日、おばあちゃんと、エプロンを買い

に行きました。お母さんは、水色が好きだか

ら、水色のしましまのエプロンを買うことに

しました。おこづかいで買って、その後、ラッ

ピングをしてもらいました。

　お母さんのたん生日の夜、私は、「たん生

日おめでとう。」と言って、プレゼントをわ

たしました。お母さんは、とても喜んで、私

をだきしめてくれました。

　次の日の夜ご飯、私があげたエプロンを着

て私の好きなハンバーグを作ってくれまし

た。

　「けんちゃん、よう来たねぇ。」学校帰りに

ひいばあばの家に行くといつもぼくをなでて

だきしめておかしをいっぱいくれた。ぼくは

ひいばあばが大好きだった。

　しかし、ひいばあばはある日とつ然、なく

なった。顔を見たとき、本当にねむっている

ようで、実感がわかなかった。実感がわき始

めたのはじいじがおそう式のあいさつで泣い

た時だった。ぼくは今までじいじが泣いたの

を見たことが無かったのでびっくりしたし、

それだけに悲しみが伝わってきた。そして、

他の人も泣いていた。ひいばあばはみんなに

愛されていたんだな、すごいなと思った。

　火そうされるときになって、またびっくり

することがあった。コロナ感せん防止対さく

のため、ひいばあばの顔を見て最後の最後に

お別れを言う事が出来なかったのだ。ひいば

あばはどんな気持ちだったのだろう。にぎや

かにするのが好きな人だったからきっとさび

しかったんじゃないだろうか。

　あれからじいじは少し元気がない。じいじ

が元気がないと何かつまらないし、ひいばあ

ばもみんなの幸せを願ってくれていると思

う。だからぼくは、これからも面白い事を言っ

て、じいじを笑顔にしようと思う。

　七月十三日、学校から帰ると、お母さんか

ら、ひいおじいちゃんがなくなったと聞いた。

ぼくは、なみだがあふれた。家族のきずなと

聞いて、真っ先にひいおじいちゃんのことが

頭にうかんだ。

　少しはなれた所へ住んでいたひいおじい

ちゃんによく会いに行っていた。ひいおじい

ちゃんは、いつもぼくに色いろな事を教えて

くれた。歌の先生をしていて、歌がとても上

手だった。そのえいきょうからか、ぼくは、

歌を歌うことが大好きになった。一しょに食

べたイノシシの肉、昔はおやつにしていたと

いうニッキの木、ホクホクのやきいも、畑に

ある野菜の数かず、おかげでぼくの野菜ぎら

いはなくなった。戦争の話もしてくれた。勉

強になった。しつけには、きびしい人だった

ので、注意されることもあった。それもぼく

のためだったと今ふり返る。今でも外に置い

てあるひいおじいちゃんがすわっていたイス

を見るとひいおじいちゃんのすがたがないこ

とを不思議に思う。つい二度見をしてイスを

見つめてしまうぼくはさみしい。

　ぼくは、ひいおじいちゃんからおしえても

らった経験をお守りにし、一生けんめい生き

ていきます。いままでありがとう。

　私には、中学一年生の姉がいます。私と姉

は、意見が違ったりいたずらをしたり、ささ

いなことでよくけんかをします。

　昔、姉と私で大げんかをして、私がおこっ

て真反対の部屋に移ったことがありました。

けんかの理由は覚えていないけど、大した事

ではなかったと思います。しばらくして、ろ

う下で物音がしたので、のぞいてみると紙と

ペンが置いてありました。そのペンは、ペン

で何か書いた後にペン先のライトで照らすと

書いたものが見えるペンだったので、紙を照

らすと「ごめんね　大好き」と書いてありま

した。私は、読んだ時にすごくうれしくなり

ました。いつもけんかばかりの姉が、けんか

してもあやまってくれて、大好きと言ってく

れたからです。私は、その紙に返事を書いて、

姉のいる部屋のドアの前に置いておきまし

た。

　私達は、昔から毎日のようにけんかをして

います。けんかの元は意見のすれちがいが多

いです。でも、自分の意見をおしつけてゆう

先しているからけんかが起きるので、姉の意

見も聞くようにしたいです。姉ともっと仲良

くなって、姉の相談に乗ったりして姉のこと

を少しでも助けてあげたいです。

　私は、柔道を習っています。火曜日は、白

島柔道クラブ、木曜日は、緑井柔友会と二カ

所の道場に通っています。土日は、お兄ちゃ

んとお兄ちゃんの高校に練習に行っていま

す。

　お母さんは、二つの道場に連れていってく

れて、練習を見てくれます。そして、お母さ

んは、必ず試合を見てくれて応援してくれま

す。お父さんも仕事が忙しいのに、仕事を脱

けて試合を見に来てくれて応援してくれま

す。お兄ちゃんも試合を観に来てくれたり、

技を教えてくれたりします。

　みんな、私に「未奈は、家族のほこりだよ。

ずっと応援しているから頑張ってオリンピッ

クに出場できるような選手になってね。」と

言ってくれます。練習は、とても厳しくて、

辛いと思うこともあるけど、みんなが応援し

てくれて、支えてくれるから頑張れるのだと

思います。試合では、入賞したら、とてもう

れしいです。負けた時は、くやしくて、涙が

出ます。これからも柔道を頑張りたいと思い

ます。そして、いつか、家族に恩返しができ

たら、いいなぁと思います。

　家族のみんな、いつもありがとう。これか

らも、応援、よろしくお願いします。

　ぼくの、ばあちゃんはやさしいです。

　数年前、ばあちゃんは時々ゲームセンター

や温泉に連れて行ってくれたりしました。

えい画を観る事もあり、楽しかったです。

　ぼくが 3年生のころに、ばあちゃんがびょ

う気にかかってしまって、ママやお兄ちゃん、

お姉ちゃんがおどろいて、ぼくも正直おどろ

きました。ばあちゃんは、手術をしてなんと

か助かり入院となりました。

　ずっとねたままのばあちゃんを見るととて

も悲しかったです。

　4 年生の時、ばあちゃんは目がさめて、不

自由になりましたが、たい院することができ

ました。すごくうれしかったです。

　そして、5年生になったぼくは、ばあちゃ

んと一しょにくらしています。

　たまに車いすを押したり、料理を用意する

事ぐらいしかできないけど、出来るだけぼく

がしてあげられることは、やっていきたいで

す。

　今まで、たくさん遊んだり、温泉に行った

りしてくれた大好きなばあちゃんが、たくさ

ん笑顔になってくれるように、ぼくはいっぱ

いばあちゃんのために、よろこぶことをして

いきたいです。

ひいばあばとのお別れ
広島市立中野小学校　谷村  健太郎

ひいおじいちゃん天国でも歌っていますか。
広島市立船越小学校　坂川  諒

ごめんね  大好き
広島市立千田小学校　山下  凜子

家族の温かい応援
広島市立落合小学校　民谷  未奈

ばあちゃんとぼく
広島市立河内小学校　沖野  宗祐
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家族で乗り越える
広島市立袋町小学校　川瀬  春美

広島市
PTA協議会賞

優良賞

広島市
PTA協議会賞

優良賞

広島市
PTA協議会賞

優良賞

広島市
PTA協議会賞

優良賞

広島市
PTA協議会賞

優良賞

広島市
PTA協議会賞

優良賞 　去年、お母さんに病気が見つかった。私は

びっくりして、不安になった。なぜなら、い

つも元気なお母さんがいなくなるかもしれな

いと思ったからだ。お母さんが、

「がんばって治りょうすれば大丈夫。」

と言った。そして私は、不安な気持ちから、

家族みんなで病気を乗りこえようという気持

ちに変わった。お母さんが入院して、家にい

なかった時、みんなで家事を分担した。私は

洗たく物をたたんだり、弟の学校の準備を手

伝ったりした。お母さんがいないと、さみし

かったけど、お母さんが元気で帰って来られ

るように、お父さんとお姉ちゃんと私と弟、

みんなでがんばろうと思った。

　入院してから二週間後、お母さんが退院し

た。学校から帰ると、お母さんが、

「おかえり。」

と言った。私はそのしゅん間、涙があふれ出

た。それは、うれしい気持ちと心配な気持ち

と安心した気持ちが一気に出た。

　これから先、困なんな事が起きても家族み

んなで支え合っていけば大丈夫だと思った。

家族のみんなありがとう。

　「いらっしゃいませーいらっしゃいませー」

（また始まった…）私には七才はなれた妹が

います。最近のはやりはお店屋さんごっこで

す。お店屋さんは、いつも突然始まります。

すると、家族の視線が私に集まります。（分

かったよ…）私はしょうがなくお店屋さんに

買い物に行ってあげるのです。

　妹が生まれたのは、四年前の三月でした。

私は初めて妹ができるのを何か月もずっと楽

しみにしていたので、その日は、今か今かと

母が行った方をずっと見ていました。待ちく

たびれていたころに、看護師さんが生まれた

ばかりの妹をだいて見せに来てくれました。

生まれたての赤ちゃんは、しわしわで想像と

はちがったけど、こんなに小さいのにがん

ばって元気に生まれてきたんだ…と感動しま

した。私が人差し指を小さい手のひらに近付

けると、ぎゅっとにぎってくれました。プニ

プニした手がとても温かくて勇気をもらった

ような感じがしたのを覚えています。

　妹が二才の時に初めて人みたいな絵をかい

て、「ねえね」と言いました。すごくうれしく

て、写真をたくさんとりました。今四才でびっ

くりするくらいわがままでおこりんぼうだけ

ど私にとっては本当にかわいい妹です。

　早ね早起きがいいにこしたことはないです

が、私達野村家は、夏休みには夜の公園を走

ります。父の仕事がおそくまであり、帰って

来て家族三人で運動するのです。まず母と私

が家を飛び出すようにして走りだします。す

るとゆっくりとドアのかぎをしめた父がひた

ひたと近づき、私とデットヒートをくりひろ

げます。最後は結局父が勝ちます。公園につ

くと母はひたすらはしり、父は遊具を使った

けんすい、ふっきんなどのルーティーンをこ

なして、最後は父と私とのバレーボールタイ

ム。今はスパイクの練習をしていて、ビシッ

と決まると、私の好きなバレーボールまん画

の主人公になった気分になれます。よごれた

手は水道であらいながし、冷たい水を飲むと

がんばった体にしみます。運動が終わり、公

園の出口に父と共に向かうと当然のように母

が合流してきて、なんてグットタイミング！

といつも思います。

　次の日も学校がないので夜ふかししほうだ

い！私は好きなまん画を読んだり描いたり、

父はアマゾンプライム、母はユーチューブ大

学鑑賞をエンドレス。人からはおこられてし

まいそうだけど、これが野村家の、やめられ

ない夏休みの過ごし方なのです。

　今から四年前に亡くなった曽祖父との一番

の思い出は、曽祖父と祖母とぼくの三人で、

一緒にスイカを食べたことです。このことは

毎年、夏になり、スイカを食べる度に思い出

します。

　暑い日のおやつに、三人で食べたスイカ。

曽祖父はおいしそうに食べていました。甘く

て、おいしかった、三人で食べたスイカの味

は四年経った今でも忘れることができませ

ん。今でもスイカを食べると、「また曽祖父

と一緒に食べることができたら良いのにな。」

と思います。

　曽祖父は、亡くなる前は施設に入っていて、

ぼくはよく会いに行っていました。その時に

戦争の話をしてくれました。戦艦に乗って、

戦っていたようです。無事に生還してくれた

ことで、今の自分がいるので、とても感謝し

ています。

　いつも優しかった曽祖父。これから先も、

スイカを食べる度に、曽祖父のことを思い出

して、かわいがってくれたことに感謝したい

です。

　昨年、私にとって三人目の弟が五月に生ま

れることを知りました。また家族がふえ、に

ぎやかになることを楽しみにしていました。

しかし、弟はダウンしょうだということがわ

かり、生まれてすぐ別の病院に運ばれました。

だから、本当なら弟とお母さんがたい院し、

帰ってくる日も、お母さんしか帰ってきませ

んでした。

　しばらくしてたい院し、弟が家に帰ってき

たときは、すごく安心しました。生まれたば

かりで死んでしまうのではないかと不安だっ

たからです。

　しかし、その安心もすぐにとぎれました。

その年の夏休み、かぜをひいて具合がよくな

いので入院することになりました。また、赤

ちゃんだけで入院できないので、お母さんも

いっしょに入院することになりました。私が

弟といっしょにふろに入ったりねたりして、

おばあちゃんにごはんや洗たくをしてもらい

ました。すぐたい院しましたがとても長く感

じました。私たちが元気に生まれて過ごして

いるのはすごいことだと思いました。

　今はとても元気で保育園にも行っていて、

人間が一人一こ持っている命は何よりも大事

なことだということをあらためて感じまし

た。

　4 年前、西日本で大雨がふりました。ぼく

が住んでいる畑賀も大雨がふりました。ぼく

はその時家の中にいました。今までにないよ

うな大雨がふってきたりかみなりがゴロゴロ

となったりしていました。そのかみなりの音

をきいてぼくはこわくて不安に思っていまし

た。ぼくが不安に思っているとき家族が、

「だいじょうぶだよ。安心して。」

と言ってくれました。最初はこわくて不安に

思っていたけどその言葉をきいてぼくの心は

不安から安心にかわりました。それから何時

間かたった時お父さんが人を助けるためにお

父さんが外に出ようとした時ぼくはお父さん

をとめました。でもお父さんは、人を助ける

ために外に出ました。ぼくはまた不安に思い

ました。そしたらお母さんが、

「お父さんはだいじょうぶだよ。」

といってくれました。ぼくはお父さんがだい

じょうぶだと信じました。お父さんは無事に

かえってきて次の日大雨もやみました。

ぼくはいつも家族が支えてきてくれたからこ

れからはぼくも家族を支えようと思いまし

た。

かわいい妹
広島市立伴南小学校　森田  菜花

野村家、夜の公園を走る
広島市立広瀬小学校　野村  すみれ

曽祖父と食べたスイカ
広島市立伴東小学校　田畑  健吾

何よりも大事なもの
広島市立飯室小学校　倉崎  めぐ

いつも支えてくれる家族
広島市立畑賀小学校　土井長  駿
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家族の連携プレー
広島市立牛田新町小学校　御厨  蒼介

広島市
退職校長会賞

優良賞

広島市
退職校長会賞

優良賞

広島市
退職校長会賞

優良賞

広島市
退職校長会賞

優良賞

広島市
退職校長会賞

優良賞

広島市
退職校長会賞

優良賞 　去年の夏休みに、弟が生まれました。名前

は俊介で、家族からは、「ちゅん」と呼ばれま

す。この一年で家族のチームワークが良く

なった気がしました。例えば、お風呂です。

　まず、ぼくがちゅんをだっこして湯舟に入

ります。滑って転ばないように、そーっと入

ります。その間に、お父さんが髪と身体を洗

います。ぼくは歌を歌ったり、ほっぺをつつ

いたり、ちゅんの腕を持ってお湯を叩いたり

して気を引きます。そして今度は、お父さん

がちゅんの体をごしごし洗います。お父さん

がだっこすると、ちゅんが小さく見えます。

洗い終わると、お母さんがちゅんをタオルで

巻いて連れて行きます。背中にクリームを

塗って、服を着せます。お母さんが、

「そうすけ、ミルクあげてー。」

と言って哺乳瓶を渡してきます。ぼくはちゅ

んを布団にねかせ、横に自分もね転んで、ミ

ルクを飲ませます。ちゅんは天井をじっと見

ながら、「くっくっくっ。」と音を立てて飲み

ます。ここまでが、家族の連携プレーです。

　ぼくは、家族のきずなが深まって、ますま

す家族が好きになりました。ちゅんが大きく

なったら、手分けしてお風呂に入れていたこ

とを教えたいです。

　ある日、ひいおばあちゃんがきとくになり、

そのまま亡くなってしまった。

　葬式の日、私は泣けずにいた。ひいおばあ

ちゃんと出かけたりしたのは、小さい頃のこ

とで、私は覚えていなかったから。でも、葬

式最終日、つまり、ひいおばあちゃんとの別

れの日。おばあちゃんが全てをはき出すよう

に、顔を真っ赤にして泣きだした。私はびっ

くりした。おばあちゃんがあんなに大声で泣

いてる姿を初めて見たから。だから、私も泣

きそうになった。親はいつまでもそばにいて

くれるとは、限らないんだなと思った。

　おばあちゃんが泣いてる時、お母さんがお

ばあちゃんの背中をさすっていた。私も涙を

こらえて、おばあちゃんの背中をさすった。

　お昼ご飯を食べるために場所を移動する

前、おばあちゃんに

「背中さすってくれて、ありがとね。」って言っ

てもらったがうれしい気持ちにはあまりなれ

なかった。背中をさすることしかできなかっ

たから。でも、今では、背中をさすれてよかっ

たと思っている。この日、初めて、大切な人

を失う悲しみが分かった気がした。

　私のひいおばあちゃんは、今年で百才にな

りました。三年前までは年末に親せきが、ひ

いおばあちゃんちにみんな集まって、おもち

つきをしていましたが、ひいおばあちゃんが

高れいで長く立っていられなくなってきたの

で、それ以来集まる事はなくなってしまいま

した。その後は、新型コロナウイルス感染症

がはやり始め、さらにひいおばあちゃんに会

いに行く事が少なくなりました。その間に認

知症も少しずつ進んでしまい、すぐに私の名

前も言えなくなってしまいました。高れいの

ひいおばあちゃんにコロナをうつさないよう

に、みんな遠りょして会いに行けなかったけ

ど、今回の百才の誕生日会は、県外からもひ

いおばあちゃんの百才を祝うと二十五人の親

せきが集まりました。会の終わりのあいさつ

は、ひいおばあちゃんがいすから立ち上がっ

て、

「これからもがんばりますぞっ。」

と笑いながら言ったので、みんなから大きな

拍手が起こりました。ひいおばあちゃんの元

気な姿が見られてうれしかったです。私も年

をとったら、みんなから囲まれて笑顔になっ

てもらえる人になりたいと思いました。

　私は、夏休みに家族で原ばく資料館へ行き

ました。中に入ったしゅん間から、戦争で苦

しんでいる人達の写真であふれていました。

中には、私と同じぐらいの子供、小学生や私

よりも小さい子まで、家族を失って悲しんで

いる写真がありました。私まで、悲しくなり

ました。

　このことから、家族の大切さを改めて感じ

ました。お姉ちゃんとケンカをすることはあ

るけど、そんな相手がいるのは幸せなんだと

思いました。家事をしてくれるお母さん。仕

事で一生けん命働いてくれるお父さん。一緒

に遊んでくれるお姉ちゃん。私はそんな家族

にめぐまれて、本当に幸せだと思います。

　もし私が戦争にあい、家族を失ったらとて

も悲しくて、苦しくて、どうすればいいのか

分からなかったと思います。

　今は、ウクライナとロシアがまだ戦争を続

けています。家族を失った子供もたくさんい

ると思います。その子供の分まで家族を大事

にしたいです。

　友達や家族がいる喜びや幸せを感じて、世

界中のみんなが毎日を過ごしていけばきっと

明るい未来になると思います。そんな未来を

みんなでつくっていきたいです。

　ぼくには、お姉ちゃんが二人います。一人

は高校一年生、もう一人は中学二年生です。

年の差があって、ちがう性別ですが、一緒に

遊ぶと楽しいです。もちろん、つまらないこ

とでけんかをする時もあります。けんかをす

ると、暗い気持ちになり、話すのがいやにな

ります。

　そんな時、ぼくが赤ちゃんだったころの動

画を見ます。その動画は、お姉ちゃん達が体

いっぱい使って、一生けん命にぼくを笑わせ

ている動画です。ぼくは、見様見真似でお姉

ちゃん達と同じ動きをして、大きい声でいっ

ぱい笑っていました。小さいぼくは、ニコニ

コでとても幸せそうでした。

　ぼくは、この動画を見て気が付きました。

お姉ちゃん達は、こんなにぼくをかわいがっ

てくれていたのに、けんかをしてしまい申し

訳ないなあと思いました。

　この動画には、お姉ちゃん達の優しさや愛

情があふれています。動画のと中でも、子ど

も達を見ながら、家族があたたかく見守って

いる視線も感じられます。この動画を見ると

いやされるので、家族みんなでときどき見ま

す。これから、この動画のようにみんなが毎

日ニコニコできるような家族にしたいです。

　私のひいおばあちゃんは岐阜県に住んでい

て、時どきしか会えません。会えるのはお正

月とゴールデンウィークと夏休みの三回くら

いです。最近はコロナでそんなに会えなかっ

たけど、今年の夏は岐阜へ行って会えること

ができたのでうれしかったです。私が小さい

ころはよく折りがみの折り方を教えてもらっ

たり、仏だんの前でいっしょにお経をよんだ

りしました。ひいおばあちゃんのすごいとこ

ろは、九十一歳になっても病気やけがなく元

気にすごしているところです。家の近くを散

歩してたりもしています。ひいおばあちゃん

が九十一歳になっても元気な理由は、なんだ

ろうと思い母に聞いてみたところ、「毎日、

体そうをしていること・昼ねをしていること・

ひまごと遊んでいること・３食ちゃんと食べ

ていること・毎日日記を書いていることだと

思うよ」と言っていました。それを聞いて私

は「すごいなぁ」と思いました。なかなか会

えないけど、優しくて、いろんなことを教え

てくれて元気なひいおばあちゃんは自まんの

家族です。次にお正月に会ったらお話をした

り、おり紙をまた教えてほしいです。

　これからも元気で長生きしてねひいおばあ

ちゃん。

大切な人を失う悲しみ
広島市立伴東小学校　福田  璃空

長生きしてくれてありがとう
広島市立矢賀小学校　冨田  紗帆

家族がいる喜び
広島市立伴南小学校　宮田  心陽

ぼくと二人のお姉ちゃん
広島市立中島小学校　反田  朝日

私のひいおばあちゃん
広島市立中野東小学校　杉山  志帆

22 2022「家族のきずな」受賞作品集 232022「家族のきずな」受賞作品集



みんなぼくの応えん団
広島市立比治山小学校　増井  奏多

中国新聞社賞

優良賞

中国新聞社賞

優良賞

中国新聞社賞

優良賞

中国新聞社賞

優良賞

中国新聞社賞

優良賞

中国新聞社賞

優良賞 　「奏多、がんばれよ。」

と車をおりるときに、いつも言ってくれるの

はおじいちゃん。サッカーと水泳の送りは、

毎週おじいちゃんがしてくれます。車の中で

は、二人が大好きなカープの話。昨日の試合

のことや今日の先発ピッチャーのことなど話

はもり上がります。ぼくは、この時間が大好

きです。時々真面目に、習い事のアドバイス

やぼくがいかに幸せ者かということを教えて

くれます。

「かなたん、大丈夫よ。」

と不安なときに、いつも言ってくれるのはお

ばあちゃん。宿題が分からないときや自信が

なくなってしまったときに、いつもやさしく

背中をおしてくれます。おばあちゃんの作っ

てくれるたまご焼きが大好きで、毎日でも食

べたいくらいです。ぼくの元気の源です。

「かな、大好き。」

と言ってくれるのはお父さん、お母さん。

「にいに、きらい。」

と言うのは妹。けんかもするけど、ぼくが持っ

て行くのをわすれた水筒を教室までとどけて

くれます。たよりになる妹です。

　いつもみんながぼくを応えんしてくれるの

で、ぼくは毎日がんばれます。ありがとう。

　私は小さいころに病気で入院した。手術も

何回かうけた。治療はとてもいたくてつら

かった。でも家族や病院の人たちがたくさん

はげましてくれた。

　お母さんはいつもいっしょにいてくれた

し、お父さんは私のために一生けん命働いて

くれたし、お兄ちゃんは学校であった楽しい

お話をたくさんしてくれた。おじいちゃんと

おばあちゃんはお見舞いにきてくれたし、看

護師さんはおやつをくれたり、絵を書いてく

れたし、院長先生は毎日アイスを買ってくれ

た。家族や病院の人たちがいたから、つらい

治療をがんばれた。だから私は医者になりた

い。看護師さんや院長先生みたいにたくさん

の人を助けたい。それが小さいころからかわ

らない私の夢だ。

　今はもう病気はほとんど治って年に一度し

か病院に行かない。院長先生はもうお年で病

院をやめるそうだ。毎日欠かさず病室にきて

くれた院長先生。やめるのはさみしいけど今

度は私が元気づける番。お母さん、お父さん、

お兄ちゃん、おじいちゃん、おばあちゃん、

看護師さん、院長先生、ほんとうにほんとう

にありがとう。

　ぼくは、4 年生のと中から学校へ行くのが

むずかしくなってしまいました。原因は、分

かっているけど自分でどうする事もできなく

て何を話せばいいのか分からなくてどんどん

いやな気持ちが大きくなってしまいました。

　家族は、困っている時いつも助けてくれま

す。学校へ行けない日があると家でお母さん

お兄ちゃん、お父さんが勉強を教えてくれた

り、ぼくがなやんでいたら、みんなが大事な

事を教えてくれます。

ぼくが、暗い顔をしていると、お父さんが笑

わせようとおもしろい行動をしてくれます。

お兄ちゃんと、弟も

「らい、遊ぼう。」

と、言ってくれます。

とてもやさしい兄弟だけど、ぼくは怒ったり、

機嫌が悪くなったり、素直になれなくて、冷

たい態度になる事もあります。

　そんな時ぼくは、家族のみんながぼくの事

を、心配しているのがすごく伝わって、家族

が協力してくれている気持ちがよく分かりま

す。

　ぼくの気持ちが取りもどせるように、家族

に心配かけないためにも、少しずつがんばっ

ていこうと思っています。

　ぼくがいつも、そろばんやドッジから帰る

と先に帰っている妹が、ドアを開けて走って

おかえりと言ってくれます。そして、にいに

と言ってぼくの足にだきついてきます。保育

園でかいた、いろんな絵を「はいどうぞ。」と

いいわたしてくれます。

　妹はいつも母さんに「今日にいにといっ

しょにお風呂入っていい。」と聞いています。

母さんは「入ってもいいけど遊ばないで、あ

らってね。」といいます。でもぼくと妹 2 人

で遊ぶのが楽しくてつい遊んでしまいます。

　2 人でテレビを見る時は、いつもリモコン

のとりあいになります。でもこれがずっと続

くのがいやだから、仕方なく妹が見たい番組

をいっしょに見ます。

　夜ねるとき、ぼくはわざと妹のふとんでね

ようとします。すると妹がおこってぼくの体

をけってきて、自分のふとんにもどそうとし

てきます。

　そんな風にいつも、けんかばかりしていま

すがぼくは妹が大好きです。二人きりの兄妹

なので、けんかしながらも助け合っていこう

と思います。

　これは 7 月にあったことです。弟が東京

で手術を受けるために、家族 4 人が東京と

広島に分かれて 2 人ずつで 2 週間生活する

ことになりました。そこでぼくは、お父さん

と 2 人で広島で生活することになりました。

お父さんとは外食をしたり旅行に行ったり

と、2 人でいる間にいろいろなことがありま

したが、なんだかいつもより少し静かでさみ

しかったです。

 　これまではずっと 4 人いっしょの生活

だったので気づきませんでしたが、お父さん

と 2 人で生活をしてみて、家族は全員がそ

ろっていた方がいいなと思いました。家族が

4 人でいることがあたりまえだと思っていま

したが、そのあたりまえのことがすごく大事

なことなのだと分かりました。また、家族み

んなで生活するときには、みんなが明るくい

られるように、自分のことは自分でやったり

手伝いをしていきたいと思いました。

　今では４人で生活をしていますが、やっぱ

り４人でいることが明るく楽しくていいなと

思いました。

　今、私には兄弟が 3 人います。去年の 9

月に一番下の妹が産まれました。夜中にじん

痛がきていました。その時のお母さんは横に

なっていました。その後、病院に行きすぐに

赤ちゃんが産まれました。私はとってもうれ

しかったです。なぜなら妹が無事に産まれて

きてくれたからです。前にテレビで出産の時

に赤ちゃんが助からなかったという番組を見

ました。私はこの時、人の命は大切だなと実

感しました。赤ちゃんを産む時は汗をいっぱ

いかいていて、気持ちをこめて産んでいるの

で人の命は大切だなと思いました。

　夜に、産まれた後で妹が泣いている時の動

画がお母さんから送られてきました。とって

もうれしくて目が覚めてきました。

　お母さんと妹が帰ってくる日は学校の日で

した。前日は楽しみで楽しみで夜あまりねむ

れませんでした。学校から帰ると妹とお母さ

んがいました。妹は小さくてかわいかったで

す。私はおかえりという言葉に泣きそうにな

りました。

　妹のたん生を通して、命の大切さを実感し

たので、友達や家族を大切にしていきたいで

す。

ほんとうにありがとう
広島市立山本小学校　谷本  さくら

やさしいぼくの家族
広島市立中筋小学校　澄川  瀬

ぼくの妹
広島市立江波小学校　吉田  怜音

家族の大切さ
広島市立古田小学校　高橋  漣

妹のたん生
広島市立狩小川小学校　大原  彩愛
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やさしい気持ちを集めると
広島市立緑井小学校　岡部  未希

中国放送賞

優良賞

中国放送賞

優良賞

中国放送賞

優良賞

中国放送賞

優良賞

中国放送賞

優良賞

中国放送賞

優良賞 　その日は、いつもとちがいました。父から

学校に電話があり、習い事に行かず家にその

まま帰るように言われました。そのとき、私

は ( どうしてだろう。なにかあったのかな )

と思いました。

　家に帰ったら弟と妹しかいませんでした。

三人で家でまっていたら、父から電話があり、

「おかあさんが急にたおれてしまって、いま

病院にいるよ。」

と言われすごくびっくりしました。

それから、母の入院が決まりおばあちゃんが

来てくれました。父も会社を休んで、母のぶ

んも私たちのめんどうを見てくれました。

少し安心したけど、やはり母がいなくてさみ

しかったです。けれどそれは、弟も妹も同じ

気持ちでがまんしているようでした。だから、

私は父やおばあちゃんの手伝いをがんばりま

した。

　そうして、母もぶじ退院でき、帰ってきて

くれてうれしかったです。けれど、まだ良く

なったわけではないので私が母の手伝いをし

ようと思いました。すると、弟や妹も自分か

ら手伝いをするようになりました。みんなが

出来る事をすればやさしい気持ちになるのだ

と思いました。

　ぼくが小学校一年生の時、妹が生まれまし

た。初めての兄妹で、兄になる楽しみがあり

ました。その出産に立ち会った時、家族みん

なで無事に生まれてくるよう見守っていまし

た。パパがママに付きそい、ぼくは、じいじ

とばあばと、病室の前のろう下でドキドキし

ながら待っていました。ついに、妹がたん生

しました。かんごしさんが、こんなけい験は

めったにないからと、「パパと一しょにへそ

のおを切ってみない？」と、ぼくをよびに来

てくれました。ぼくは、さらにドキドキしな

がら、病室に入りました。そこには、とても

小さな赤ちゃんがいて、元気な声で泣いてい

ました。感動しました。パパと一しょに、マ

マと妹がつながっているへそのおを切り、「マ

マおつかれ様。妹、生まれてきてくれてあり

がとう。」と思いました。ぼくが生まれた時

もこんな感じだったのかな、家族みんなに見

守られて、大事に育ててもらえているんだな

と思いました。

　また、昨年、学校で二分の一成人式があり

ました。改めて、家族の大切さを感じ、両親

からの手紙を読んで、「この家族で本当に良

かった。」と思いました。これからも、家族

みんなで仲良くくらしていきたいです。

　わたしは、自分の家族の笑顔が好きです。

家族が笑顔になると、うれしくなってわたし

も笑顔になります。時々、妹とけんかになり

そうなときも、家族の笑顔をなくしたくな

かったので、なんとかごまかして仲直りしよ

うとします。

　わたしが初めて、「笑顔って大事なんだ」と

気付いたのは、四年生の誕生日前です。お母

さんに、「プレゼント、何がいい？」って聞か

れて、少し考えて、こういいました。

「え～、なにもいらな～い。だって、今ここ

に自分がいるのは、家族のおかげでしょ？わ

たしがなにかあげなきゃ。」

すると、お母さんが一瞬固まって、すっごく

笑顔になりました。わたしもお母さんが笑顔

になってくれてうれしかったです。その気持

ちが今になってもわすれられないため、毎日

だれかを笑顔にするようにしています。もち

ろんみんなを笑顔にしている自分も、すっご

く笑顔になります。

　家族だけでなく学校の友達や先生も笑顔に

したいので、周りの人にもやさしくしようと

思います。これからも、みんなを笑顔にする

ように、がんばります。

　ぼくは、小さい頃から水泳を習っていて、

お気に入りのタオルを使っていました。

　ある日、そのタオルを着たまま、ベランダ

に出た時にかべのでっぱりにひっかかって、

タオルが L字に大きく破れてしまいました。

「やばい。これをお母さんに見せたら怒られ

るかもしれない！」

と思うのと同時に、水泳を始めた時から使っ

ていた水泳タオルだったので破れて使えなく

なってしまうことがショックでもありまし

た。

途方に暮れたまま、ベランダから部屋に入っ

た時、部屋の中にいたお兄ちゃんが、

「どうしたの？」

と声をかけてくれたので、事情を説明したら

ぼくの気持ちを理解してくれたお兄ちゃん

が、買ったばかりの裁縫道具を使って、慣れ

ない手つきで破れた所を縫ってくれました。

　ぼくは、すごいなと思いながら、お兄ちゃ

んに感謝の気持ちでいっぱいになりました。

お兄ちゃんが縫ってくれた部分は、きれいと

は言えない物でしたが、お兄ちゃんが一生懸

命に縫ってくれたこの水泳タオルをぼくは

ずっと大切にしようと心に決めました。

　私のおじいちゃんは、ALSという病気です。

この病気は、体を動かすきん肉が少しずつ弱

くなっていき、体を思うように動かせなくな

るなん病です。

　おじいちゃんは、私が二年生の夏休みに自

分でこきゅうが、できなくなりました。そし

て、人工こきゅうきを付けました。たい院し

てすぐの時は、お母さんと私と弟で、おじい

ちゃんの家にとまってお世話をしました。い

つもより早く起きて、車で学校に通ったりし

て、大変だったけど、そのおかげで今も長生

き出来ています。

　お母さんは病気で困っている人達が、たく

さんいる事を知って、自分にもできる事があ

ると言って、かいごの資格を取りました。一

人の人を助けるために、いろんな人が協力し

ているんだなと思いました。私も少しでも、

おじいちゃんのために、弟とお留守番をした

りしています。

　私はおじいちゃんの命のとうとさと、おじ

いちゃんを助けようとする、お母さんやおば

あちゃんやおばさん達の家族の愛ときずなを

感じました。

　ぼくは、3 人兄弟です。なかでも、最も年

下なのは妹です。妹は、2 さいで字も書けま

せん。おまけに「すずめ。」を「しゅじゅめ。」

というはつ音になっている、かわいい妹です。

　ある時、次の日は、野球の合宿で、ノート

を書いていると、ドアをしめていなかったの

で、妹が部屋に入ってきました。ぼくがノー

トを書いてたので、妹は気になって、ぼくの

方へきました。そのとき、おもわずぼくの足

をふんでしまったのです。ぼくは「いたい。」

とさけんで、それからお母さんがこっちへき

ました。お母さんは、妹にとうぜんガミガミ

とおこっていました。ぼくはおこられている

妹を見て、ふっと思いました。

「もしかして遊んでほしかったから、かまっ

てほしかったからだったのかな ?」と思いな

がら、もやもやした気持ちの中、野球の合宿

に行きました。合宿は、楽しいけれど、もや

もやした気持ちでいっぱいでした。

　その次の日、合宿が終わり、バスからおり

たとき、おじいちゃんがむかいにいっていま

した。車に乗ってじいちゃん家につくと、急

いで家に入りました。中には妹がいて、だき

つこうとすると毎日のように「やめて。」とい

いましたが今回はなぜか、うれしかったです。

ぼくの大切な家族
広島市立己斐小学校　佐々木  凱正

家族の笑顔
広島市立比治山小学校　モチェルラ ハシニ

手ぬいの水泳タオル
広島市立翠町小学校　日原  啓吾

おじいちゃんの病気
広島市立古田小学校　山根  愛子

2さいの妹
広島市立春日野小学校　大平  悠真
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おばあちゃん、がんばって！！
広島市立翠町小学校　永松  明希子

広島テレビ放送賞

優良賞

広島テレビ放送賞

優良賞

広島テレビ放送賞

優良賞

広島テレビ放送賞

優良賞

広島テレビ放送賞

優良賞

広島テレビ放送賞

優良賞 　私のおばあちゃんは、三年前に脳こうそく

で倒れ、入院しました。私は、それを聞き、

悲しくなりました。

　私は、おばあちゃんに千羽づるを折ってあ

げようと思いましたが、当時、二年生だった

ので、うまく折ることができませんでした。

そこで、一人でも折ることができた、かぶと

を一生けん命作り、『早くよくなりますよう

に。』と、はげましの言葉を書きました。

　かぶとは、さすがに千個はできませんでし

たが、五十個つなげたものを、おばあちゃん

にあげました。おばあちゃんは、とても喜ん

でくれ、病室にかざってくれました。それを

見た看護師さんが、「いいですねえ。」と言っ

てくださり、嬉しかったです。

　おばあちゃんは、私のメッセージ入りのか

ぶとを見ながら、リハビリを頑張りました。

私も、早く退院できるように、手足を動かす

リハビリの手伝いをしました。

　そして、おばあちゃんは、無事に退院する

ことができました。私のかぶとと一緒に。

　おばあちゃんは、左手足が少し不自由です

が、今でもかぶとを見て、元気を出そうとし

ているそうです。私は、今度は、千羽づるを

折って、おばあちゃんを支えていきたいです。

　ぼくには、お父さんお母さんと四才年上に

お兄ちゃんがいます。お父さんは単身赴任で

家にいなくて、お母さんは休みの日に仕事に

行くことが多いので、お兄ちゃんと二人お留

守番をします。しかし、最近お兄ちゃんも部

活に行くことが増えて、お兄ちゃんがいない

一人の日は少し寂しい気持ちになります。

　ぼくは、自分にお兄ちゃんがいて良かった

と思っています。なぜなら、一人で遊んでい

る時よりも、二人で遊んでいる時の方が楽し

く感じるからです。

　お母さんから聞いたことですが、ぼくが小

さかったころお兄ちゃんがお泊り会に行った

時に、ぼくは寂しくて夜中泣いて寝つけな

かったそうです。それ以来お兄ちゃんはお泊

り（野外活動や修学旅行）に行く時には、ぼ

くにお手紙を書いてくれます。「みっくん、

ぼくがいなくても泣いたりしないでいい子し

ていてね」ぼくはこの手紙を見た時、少し一

人でもがんばれる気がしました。お兄ちゃん

のぼくを安心させてくれる気持ちがとてもう

れしかったからです。ぼくは十月に泊りで野

外活動があります。その時には今度はぼくが

お兄ちゃんへ手紙を書こうと思います。

「お兄ちゃん、いつもありがとう。」

　ぼくは、楽しみにしている事があります。

それは、金曜日と土曜日の夜ねる前にふとん

に入って、弟とお母さんといろいろな話をす

る事です。

　学校での出来事や、友達の話、好きなアニ

メやマンガの話などをします。たまに弟とけ

んかになったり、笑いが止まらなくなったり

してどんどん目が覚めてきます。でも、次の

日が休みなのでお母さんも何も言わずにいっ

しょに話してくれます。

　話しているうちに、弟がウトウトしてきて

先にねてしまう事があります。その時はぼく

とお母さんの二人になるので、弟に聞かれた

くない話や、ぼくが小さかったころの話が

ゆっくりできるのでさらに楽しい時間になり

ます。

　お母さんは、本当はつかれてねむいはずだ

けど、ぼくが楽しそうにしてるからいっぱい

話してくれます。そしてぼくがねてしまうま

でおきて話してくれます。ぼくはそれがとて

もうれしいです。

　ぼくの家族は会話を大切にしています。こ

れからも家族でたくさん会話をしていきたい

です。

私は、お母さんに言われて心に残っている言

葉が二つあります。

　一つ目は、「人の気持ちを考えて行動して

ね」です。私は、相手がどう思っているのか

を考えて相手の気持ちに寄りそえるようにが

ん張っています。相手の気持ちを考えて、相

手がいやになる言葉などを言わないようにす

ると、最近はケンカが無くなってきました。

　二つ目は「自分だけを優先せず、相手と自

分で一緒に決める」です。友達と言い合いに

なった時は、自分のいやだったことを相手に

伝えて、相手がいやだったことを聞くように

しています。両方ともいやだったことを言う

と、次の時にはおたがい気をつけられるので、

ケンカしなくなります。委員会決めみたいに

何かを決める時も、友達にどこに入りたいの

かを聞いて、自分の考えも言うことで上手く

決められました。

　これからも、お母さんに言われたこの二つ

のことを忘れず、自分だけを優先せず、自分

も相手も優先していこうと思います。

　ぼくの、家族のきずなを表す物は、グロー

ブです。なぜ、グローブにしたのかというと

そのグローブは、兄ちゃんに買ってもらった

大切なグローブだからです。昔、よくけんか

をしていたけど兄ちゃんが働いて買ってくれ

たグローブです。お給料が少ないのにも、か

かわらず、ぼくのために、ためて買ってくれ

たのでとてもうれしかったです。最初兄ちゃ

んがグローブを買ってあげると言って、うそ

だと思ったけど兄ちゃんと父さんがスポーツ

デポにつれてってくれて、本当に買ってくれ

るんだと思って、わくわくしながらお店に入

りました。今までは、兄ちゃんが昔使ってい

たグローブでやっていたけどボロボロになっ

たのに気付いて、買ってくれました。兄ちゃ

んのグローブは親から買ってもらっていたの

で、兄ちゃんは、グローブってけっこうする

んじゃねと言ってたけど、好きなの選べと

言って、高いねだんのグローブを買ってくれ

ました。買った時に、兄ちゃんは、道具を大

切にしろよといってからグローブをみがくク

リームも買ってくれて、びっくりしました。

ぼくは、買ってもらったグローブを大切に使

おうと思っています。今ではそのグローブが

大切な、たからものとなっています。

「小さいね。」

ぼくは今年の六月初めての妹ができました。

初めて見た時は、小さいなと思いました。な

ぜかというと、あんなに小さな、人間はあん

まり見たことがなく、自分もあれくらいで生

まれて、今では、一メートル五十センチメー

トルをこえて、大きくなるのが早いなと思っ

たからです。そして、初めて泣き声が聞けた

時は、小さいのに結構泣けるんだなと思いま

した。そして、初めておむつをかえる時は、

うんちは、もっとくさいのかと思ったけど全

ぜんくさくなくて、やり方を覚えたら、よゆ

うでできるようになりました。そして、お風

ろに入ると、急に気持ちがよさそうな顔をし

て、見ていても、気持ちがよかったです。そ

して、たまにくしゃみをするときは顔をく

しゃくしゃにさせて、くしゃみをするのでと

てもかわいいです。かみもさらさらしていて、

気持ちが良いです。ごきげんで起きている時

は、目をぱっちりあけて、足をバタバタさせ

て、おもしろくて、かわいいです。そして、

顔がぷくぷくしていて、指でおすと、ぷにぷ

にしていて気持ちがいいです。

　妹はとてもかわいいです。ぼくも、家族の

一員としてがんばっていきたいと思いまし

た。

お兄ちゃんからの手紙
広島市立宇品東小学校　前野  光紀

ぼくの大好きな時間
広島市立東野小学校　常行  晴斗

お母さんの言った言葉
広島市立三田小学校　城戸  優芽

グローブ
広島市立深川小学校　吉川  佑

かわいい妹
広島市立仁保小学校　樋岡  薫
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家族とあたり前の日常
広島市立五日市小学校　田中  佑朋

広島ホームテレビ賞

優良賞

広島ホームテレビ賞

優良賞

広島ホームテレビ賞

優良賞

広島ホームテレビ賞

優良賞

広島ホームテレビ賞

優良賞

広島ホームテレビ賞

優良賞 　僕はこの間新型コロナウイルスに感染しま

した。家族や親戚でも初めて感染したので、

最初はどうなるかと思いました。十日間、な

るべく家族と離れて、自分の部屋に一人でい

て、家族と一緒に話したり、寝たり、ゲーム

をしたりすることもできず、熱が下がったら、

ずっとたいくつで、寂しかったです。改めて、

「家族と一緒に過ごす毎日の当たり前の生

活って、幸せだなあ」と思いました。熱が出

た時もたくさん看病してもらい、とても嬉し

くて、病気や熱のしんどさも和らぐほど、優

しく接してくれました。やっぱり、自分にとっ

て一番大切なものは家族なんだなあと思いま

した。

　療養期間が終わって、家族みんなでごはん

を食べている時、お母さんが静かな声で

「みんなでご飯を食べれるって、幸せだね。」

と言いました。僕は、なんとなくその気持ち

が分かったような気がしました。自分の家族

が、いつまでも元気で、健康でいてほしいで

す。そして、家族と過ごすあたり前の普通の

毎日を、今までよりたくさん大切にしたいな

と思います。

　ぼくのお母さんは 31さいのときにとつぜ

んかんごしになると決め、かんご学校を受け

んし、合格しました。ぼくのひいおじいちゃ

んが死んだときに、とてもよくしてくれたか

んごしさんにあこがれてなろうと決めたそう

です。そして今も勉強しています。

　夜おそくまで勉強して土日朝おきられない

ときは、ぼくがかわりに朝ごはんを作ります。

朝ごはんを作ったらお母さんがほめてくれる

のでうれしいです。

　お母さんは、かんご学校から帰ってきてテ

ストを持って帰ってきたときにいつも点数が

90点以上なのですごいなと思いました。

　お母さんが勉強をしているので、お手伝い

をします。

朝ごはんやせんたくもの、そうじなどをしま

す。ぼくだけではなく弟たちやお父さんとか

もします。お手伝いするとお母さんがよろこ

んでくれるのでうれしいなと思っています。

　家のこともしながら勉強もするお母さんは

すごいなと思います。これからも今からかん

ごしになるお母さんをおうえんしていきたい

と思いました。そしてこれからも手伝いを続

けていきたいと思いました。

　私の家族は母さんじいちゃんばあちゃんお

ばのこっちゃんの五人家族です。そして近く

に九十四才のひいおばあちゃんが住んでいま

す。ひいおばあちゃんは私が生まれる前から

畑でおいしい野菜を育てたりなんでも素早く

できるスーパーひいおばあちゃんでした。し

かし私が大きく育つにつれひいおばあちゃん

は小さな子供の様になっていきました。なの

で毎日ばあちゃんとばあちゃんの姉がお世話

をしに行く様になりました。家でもひいおば

あちゃんの話が多くなり少しずつ笑顔がく

もっていきました。そこでチーム家族ができ

ました。一人より二人二人より三人四人五人

家族全員でひいばあちゃんを支える様になり

ました。私もチーム家族の一員です。私の仕

事はお皿をならべたりさげたり時には野菜を

切ったりとチャレンジしています。それだけ

ではありません。得意なおしゃべりでひいお

ばあちゃんが居る時話をしたり絵を一緒にか

いたり楽しい時間を過ごします。お世話は大

変ですがみんなで力を合わせる事で気持ちが

軽くなると思います。さ細な事でもこのチー

ム作戦は最強で最高なチームです。家だけで

なくもっと多くの人達とチームを組む事で悲

しみしかない戦争を止める事もきっとできる

と信じています。

　私はこの間おからを作った。いつも何気な

く食べているおからだからかん単に作れるだ

ろうと思っていた。私はまぜる仕事をまかさ

れた。やっていると手がすごく重くなった。

それにお母さんから、

「水分をとばすようにまぜるのよ。」

と言われて挑戦してみた。でも、おからはな

べからとび出るし、水分はとばないし、たく

さん失敗した。結局、お母さんにと中でかわっ

てもらってできあがった。私の左手はいたく

てしかたなかった。私はいつも何気ない気持

ちで食べていたおからが努力の結しょうみた

いに感じて見方が変わった。お母さんはいつ

もこの大変な作業を一人でやっていたのだ。

自分で作ってみて少しお母さんの大変さが分

かった気がする。お母さんにどうして大変な

のに頑張れるのか不思議に思って聞いてみ

た。するとお母さんは

「仕事がいそがしい分、一緒にすごせる食事

では、手作りのものを食べさせたいし、健康

のことも気になるからだよ。」

と言っていた。お母さんは仕事がいそがしく

ても私達のことを考えてくれていた。私は心

の中でないていた。うれしかった。だから、

お母さんのごはんが何よりも大好きだ。

　ぼくは、よく心の中でモヤモヤすることが

あります。そのモヤモヤを言わず心にためて

いることもあります。

　お母さんとお父さんは、そのぼくの心のモ

ヤモヤがあることに気付いてくれて話も聞い

てくれます。なのでぼくは、全部言い切ると

気持ちがスッキリします。

　ぼくは、習い事で野球をしていて野球でも

いろいろくやしいプレーをしたりしてモヤモ

ヤすることがあるけれどお母さんお父さんが

それもすべて聞いてくれます。話をした最後

には、お母さんは、

「もうわすれんさい。」

とはげましてくれてぼくは「次はがんばろう」

と前向きな気持ちに変わります。野球の時は

飲み物など準備もしてくれてお母さん、お父

さんだっていそがしいし、つかれているのに

ぼくに気を使ってくれて「ありがとう」と思

いました。お母さんお父さんが、がんばって

くれているのでぼくも勉強や家事などをして

手伝っていきたいなと思いました。

　ぼくは、お母さん、お父さんに話してもらっ

て助けてもらって本当に感謝しています。

　ぼくは、妹がすごくほしかったです。そし

て今ではその願いがかなっている。だけど、

少し不満があります。

　それは、毎日ちょっかいをかけてくる事で

す。一見普通に見えてもぼくはすごく嫌です。

なぜなら、ちょっかいをかけてきて注意をす

ると泣いてしまったりして喧嘩になってしま

う。そしたらお母さんがきて、ほぼ毎回ぼく

がおこられ、ぼくがあやまる。お母さんに、

「妹はまだ、三さいなんだから言っても伝わ

らない事がおおいのよ。」

と言われるけど、やっぱりはらたつ。

　でも妹の好きなところだってたくさんあ

る。その中で一番印象的なのは、ぼくがお母

さんに、ものすごくおこられたときに、

「もうおこらないであげて、大事なにいにな

の大好きなの。」

と言ってくれた事です。ふだんけんかしてい

るのにぼくを大好き。と言ってくれた事がと

てもうれしかったです。

　これからもずっといっしょにいる、妹なの

で、妹の笑顔が少しでもふえるように頑張り

ます。

今からかんごしになるお母さん
広島市立石内北小学校　灰原  陸

チーム家族
広島市立向洋新町小学校　本家椿子

お母さんの手作りおから
広島市立祇園小学校　石田  紗愛

いつもありがとう　お父さん、お母さん
広島市立可部小学校　江頭  宗佑

妹とぼく
広島市立牛田新町小学校　中沢  暁登
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チーム家族
広島市立中島小学校　古川  漣

テレビ新広島賞

優良賞

テレビ新広島賞

優良賞

テレビ新広島賞

優良賞

テレビ新広島賞

優良賞

テレビ新広島賞

優良賞

テレビ新広島賞

優良賞 　三年前の秋の夜、寝室に入るとすぐにお母

さんに言われた。

「今から大切な話をするから聞いてくれる？」

私は少し前からお母さんの体調が悪い事や、

その事で家族が何かかくし事をしている気が

していたので、何の話かすぐに分かった。私

の予想通り、お母さんは今病気で、来週入院

をして手術を受けるという事と、手術をすれ

ば完全に治る事などをゆっくり優しく話して

くれた。予想はしていたけれど、自分の事よ

り入院中の私の事ばかりを心配するお母さん

の笑顔が消えてしまいそうで、涙が止まらな

かった。お母さんの入院中は、お父さんが特

製ラーメンを作ってくれたり、おばあちゃん

が折り紙で遊んでくれたりして、少しだけ気

持ちが楽になった。でも夜になると寂しく

なって涙は出たけど、一人で眠れた。食器の

片付けや洗たく物干しも出来る様になった。

　数日後に退院したお母さんは少しずつ元気

になり、今は家族全員がいつも通りにすごし

ている。この「いつも通り」が本当に幸せな

事だと今回の出来事で気付く事が出来た。

　私の家族は、みんなで力を合わせればどん

な困難も乗りこえられる最強のチームになっ

た。

第一条、妹の食べるものは必ず原材料を見る

こと。おかしなど一度食べた物でも変わるか

もしれないから何度も見る。これは我が家の

大切な決まりだ。なぜこんな決まりがあるの

かというと、妹が小麦、乳、卵アレルギーだ

からだ。前に一度まちがえて、乳を食べてし

まったときがある。そのときの話をしよう。

その日は家族全員で外食しにいった。行き先

はカレー屋さんだ。みんなカレーを食べた。

妹用の小麦、乳、卵を使っていないカレーも

あった。みんながカレーを食べていると「気

持ち悪い」と妹がいいだした。みんなあわて

てカレーを食べて家に帰った。薬をのんだ妹

は楽になったようだ。その日食べたものを洗

いざらい調べてみると、カレーを食べる少し

前に食べたわかめおにぎりに乳がほんの少し

入っていた。この日からさらに気をつけるよ

うになった。妹がアレルギーと分かって、大

変なこともあったけど、アレルギーのおかげ

で学んだこともたくさんあった。例えば、ア

レルゲンフリーの食品をたくさん知れた、ア

レルギーの人の気持ちが知れたなどいろいろ

ある。だからわたしは小麦、乳、卵に気をつ

けようと思うし、ふか試験をがんばる妹を応

えんし続けたい。

　ぼくには九十八さいのひいおばあちゃんが

います。三重県の施設に住んでいます。とて

も優しくて、ぼくが産まれた時も、お世話に

来てくれました。

　今はコロナ禍でひいおばあちゃんと、なか

なか会うことができません。

　この間、三重県の施設に行ってひいおばあ

ちゃんと会うことができました。しかし、コ

ロナ禍なので、アクリル板ごしで、うまくコ

ミュニケーションができませんでした。ぼく

のことを「球児か？」と聞いてきました。コ

ロナ禍で二年以上、会いたいけど、会えてい

なかったので、ぼくが球児おじさんと、まち

がえるほど背が高くなってしまったのです。

ぼくは大きい声で、雄登だよ、と言っても、

分からなかったので紙に自分の名前を書いて

見せたけど、その紙をしまったら、すぐにぼ

くの名前をわすれてしまったようです。ひい

おばあちゃんは、耳が遠くて、アクリル板ご

しなので、紙に書いて、会話をしました。

　ひいおばあちゃんは、ぼくのことをもう、

わすれてしまったようだけど、ぼくはひいお

ばあちゃんのことを決して、わすれません。

また会う日まで、しっかり生きてほしいと思

います。

　この作文の宿題がでるまで私は絆について

考えたり、辞書で調べたりしたことがありま

せんでした。でも今回、絆の意味を深く知る

ことができました。

　私には県外に住む祖父母がいます。車で行

けば、約四時間近くの所にあるのですが、父

の仕事と新型コロナウイルスの関係が重なり

八年間帰っていません。最後に帰ったのが二

才の時でした。なので記憶がほとんどありま

せん。家の場所や形、周囲に何があったかも

覚えていません。祖父母の顔は会えば分かる

のですが、パッと思い出すことはできません。

私の事も忘れてしまっているのではないかな

と思ったこともありました。年に二度、姉と

私の誕生日に必ず手紙が届きます。毎回違う

かわいい便せんに文字がびっしり書いてあり

ます。この手紙を受け取ると、私は忘れられ

ていなかったのだと、二重のよろこびをもら

うことができます。「絆」とは、辞書に『人と

人の断つことのできないつながり。離れがた

い結びつき。』と書いてありました。これを

読んで、祖父母と私達姉妹はこのような関係

なのだと知りました。

　次はいつ会えるか分かりませんが、この絆

を信じて会える日を楽しみに待ちたいです。

　わたしのお母さんは、わたしが小さいころ

がんにかかってしまった。そのことをきいた

わたしと兄は、泣いてしまった。お母さんが

死ぬのかもしれないと思ったら、もっともっ

と悲しくなった。その時、お父さんが帰って

きて、泣いているわたしたちを見て、心配し

た。お母さんがじじょうを話すとお父さんが

「だいじょうぶだよ。すぐに元気になるさ。」

と言ってくれた。その後お母さんが、

「病院に行ったら、すぐに元気になるからね。」

と言ってくれた。それをきいたわたしたちは

泣きやんで、お母さんがいなくてもがんばっ

て生活する！と心の中でそう決めた。そのと

き、わたしにとってお母さんはとても大切な

人なんだなと思った。

　そして、お母さんが入院した。わたしはよ

くお母さんに会いに行っていた。その時はい

つも笑顔だった。それを見たわたしはほっと

していた。そして手術がおわり、元気に家に

帰ってきた。そのときはとてもうれしくて、

またお母さんといっしょにいられると思うと

もっともっとうれしくなった。お母さんはわ

たしにとってかけがえのないそんざいだと初

めて思った。

　私は、お母さんにいつも感謝しています。

かみを編んでくれたり、好きなところへつれ

ていってくれたり。私のお母さんは世界で一

番です。

　悪さをしてしまったとき、すごく怒られま

す。わんわん泣いていました。ときには、「家

を出ていきなさい！」といわれ、本当に家を

出ていってしまい、家族を困らせたことも、

ありました。でも、怒ることは自分をいい人

に育てるためだと小学生になってから知りま

した。怒られたことは二度としていないこと

に気づき、お母さんのおかげだなあと思いま

した。

　そして、たくさんいい言葉を教えてもらい

ました。「ありがとう」や「ごめんね」、「おじゃ

まします。」教えてもらったおかげで、友達

がたくさんできました。ときどき悪い言葉を

言ってしまうと注意してもらっているから、

学校では、言っていません。

　子供はみんなお母さんが大好き。いやなこ

とがあっても、お母さんを見れば安心します。

うそをついてもお母さんにはお見通しです。

小さいときから、見守ってくれて、大切に育

ててくれてありがとう。ずっと大好きだよ。

　お母さん、いつもありがとう。

我が家の決まり
広島市立五日市中央小学校　槌谷  寿音

ぼくとひいおばあちゃん
広島市立己斐小学校　中村  雄登

手紙でつながる家族
広島市立安東小学校　西村  凛愛

かけがえのないお母さん
広島市立可部小学校　中谷  瑠衣

お母さん、いつもありがとう
広島市立江波小学校　加藤  琉以
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北九州のおばあちゃん
広島市立矢賀小学校　中野  真緒

広島エフエム放送賞

優良賞

広島エフエム放送賞

優良賞

広島エフエム放送賞

優良賞

広島エフエム放送賞

優良賞

広島エフエム放送賞

優良賞

広島エフエム放送賞

優良賞 　二年前の十一月、私の祖父は亡くなりまし

た。8 月上旬に検査入院ですぐ退院するはず

でした。検査入院の前夜に電話して話をした

のが声を聞いた最後でした。それから 3ヶ

月後に亡くなるなんて想像もつきませんでし

た。残されたおばあちゃんは、今まで二人で

暮らしてきた家に一人ぼっちとなりました。

さびしがり屋なので泣いてばかりで心配でし

た。けいたいをスマホにかえ、ビデオ通話で

きるように教えて、毎日、北九州と広島での

やりとりをしています。おばあちゃんがさび

しくならないようにお盆、正月は一緒にすご

して、たくさんおしゃべりします。楽しかっ

た分、別れる時はとても悲しくなります。お

ばあちゃんはいつも見送ってくれる時、目に

涙をためています。おばあちゃんの住んでい

る家を建て替えて一緒に住むつもりではいる

けれど、いつになるか分かりません。おばあ

ちゃんも体調が悪くなる時もあるようで自分

で救急車を呼んで病院に搬送された事もあり

ました。高齢の一人暮らしなので何がおこる

か分かりません。仲の良い近所の人にも声を

かけてさびしくないように見守ってもらって

います。おばあちゃんが元気でいられるよう

にそばにいてたくさん笑わせてあげたいで

す。

　私には、とても自慢できる兄弟がいます。

兄弟はそれぞれちがうスポーツに取り組んで

います。一番上の兄は、15才で家をはなれ野

球のために寮に入りがんばっています。真ん

中の姉も、同じく15才で家をはなれバレー

ボールで全国を目指してがんばっています。

　兄は、人には優しく自分にはきびしく努力

家です。人の良い所を見つけて尊重し優しく

接する事ができます。また、自分にはきびし

く目標に向けてコツコツ努力ができる人です。

　姉は、私の事を思い、時にはきびしい事も

言ってくれます。時には優しく私を引っ張っ

てくれます。また、チームがうまくいくように、

周りを見て率先して動き、チームのムードメー

カーとしていつも笑顔でがんばっています。

　こんなすてきな兄弟にめぐまれた私は、二

人とはちがうスピードスケートをしています。

競技はちがうけど二人の良い所を見習って、

日本を背負えるすてきな選手になりたいです。

　最後に、子ども達全員にやりたい事をやら

せてくれ、お手伝いや応援をしてくれる両親

にとても感謝しています。これからも、兄弟

三人でがんばりたいです。

　家族のみんな、ありがとう。

　みなさんは、家族の人が死んでしまったら

どうしようと考えたことはありますか。

　ぼくは一年前にその経験をしました。それ

は、ひいおばあちゃんがなくなりそうになっ

たことです。ひいおばあちゃんはじんぞうが

悪くなって入院しましたが、三か月たった時、

集中治りょう室に入りました。でも、ひいお

ばあちゃんは「もう死んでもいいから、家に

帰りたい。」と言って、点てきをつないだま

ま家に帰りました。ぼくはそのことを聞き、

初めて「死んだらどうしよう」と思いました。

　コロナで会いに行けなかったので、家族み

んなで話し合って、ぼくは手紙を書くことに

しました。お父さんだけお見まいに行ったけ

ど、とてもしんどそうだったそうです。

　しかしその後、みんなおどろいていたけど、

家にもどってから少しずつ元気になっていき

ました。それも今では、車いすなしで歩ける

ようになっています。ひいおばあちゃんは、

「あの手紙のおかげで元気になったよ、本当

にありがとう。」と言ってくれました。

　はじめて「家族が死ぬかもしれない」とい

うことを経験して、家族の大切さが分かりま

した。コロナが終わったら、ひいおばあちゃ

んに会いに行きたいです。

　ぼくの弟は、ぼくにも、他の人達にも、や

さしくしてくれる心の広い弟です。

　どういう時に、そう思ったかと、いうと、

ぼくが泣いている時なぐさめに、きてくれた

り、ティッシュを持ってきて、くれたりしま

す。他には、お友達と、ケンカしたことがあ

りません。いつも、ニコニコしています。か

たづけも、手伝ってくれます。ぼくの、好きな、

食べ物を、「半分こ」と、言って、分けて、く

れます。いつもご飯をついでくれたりして、

お手伝いを、しています。

　弟は、さわやかと、いう支えん学級に、通っ

ています。毎日、ぼくと、いっしょに、行っ

ています。弟が、一年生のころは、手を、引っ

ぱって、登校して、いました。今は、一人で、

歩いて、ついてきたり、ぬかすときがときど

きあります。

　ぼくの弟がやさしいから、周りの、人達も

やさしく、してくれます。ぼくは、そんな、

やさしい弟が、すごく大好きです。これから

も兄弟仲良く、すごして、いきたいです。と

きどきぼくと、ケンカは、するけれど。ぼくは、

やさしい弟がいる兄弟で、よかったと、思い

ました。

　わたしの家は、お父さんとお母さんの休み

の日が合わないので、なかなか家族がそろわ

ないです。なので、ごはんを家族であまり食

べれないです。

　家族そろってごはんを食べれるのは、週に

一回か二回です。みんなで食べるごはんは、

とても楽しいです。

　お父さんは、ごはんをたくさん食べます。

だから、いっしょに食べる時はごはんがなく

ならないうちに早くお皿にとらないといけな

いので、とても大変です。そんな時にお母さ

んが

「何こずつ食べれるかのわり算は大切よ。わ

り算は、家族を平和にするね。」

と言って家族で笑ってます。

　わたしの家族は、いっしょにごはんを食べ

たり、お出かけすることはなかなかないけど

家族がそろった時は、みんなで楽しくごはん

を食べてます。ときどきウッドデッキで焼き

肉をすることもあります。この時は、愛犬と

もいっしょです。外だと家とふんい気がちが

うので楽しいです。

　わたしの家族は、いっしょにごはんを食べ

ることをとても大切にしています。これから

も楽しくごはんを食べたいです。

　にんしん中のおばがきん急入院したという

知らせが入った。切ぱく早産のおそれがある

という事だった。その日から三才のいとこは

おばあちゃんちにあずけられた。コロナでお

見まいにもなかなか行けずさびしく、イヤイ

ヤと泣いていて祖父母も大変そうだった。

　だから夏休みになって私たち三姉妹と一緒

に遊んだり泊まりに来たりした。楽しい時間

も多かったけど、夜泣きをして私もねむいの

に起きて一緒にトイレに行ったりして子育て

は大変なんだなと体感した。

　もしかしたらおなかの赤ちゃんは無事に生

まれてこないかもしれないと聞いて毎日いと

こも私達も祖父母もみんなひいおじいちゃん

の仏だんにお祈りし続けた。

　そして去年の 9 月にきせき的に生まれて

きてくれました。本当にがんばって生まれて

きてくれてありがとうと思いました。みんな

とてもよろこんでいました。

　もうすぐ一才になるいとこはすくすく元気

に育って笑顔がとても可愛いくて。親族みん

なが協力して待ち望んだ命は私たちにパワー

をくれています。もうすぐたん生日、みんな

でお祝いするのが楽しみです。

家族の良い所
広島市立石内小学校　岡  陽奈乃

命の大切さ
広島市立高須小学校　鴫田  和磨

ぼくのやさしい弟
広島市立安東小学校　大久保  青

ごはんが楽しい家族
広島市立可部南小学校　中村  帆花

親族みんなが待ち望んだ命
広島市立五日市南小学校　中村  海詞
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頼れる妹、弟
広島市立宇品東小学校　下田  湊祐

広島県
モラロジー協議会賞

優良賞

広島県
モラロジー協議会賞

優良賞

広島県
モラロジー協議会賞

優良賞

広島県
モラロジー協議会賞

優良賞

広島県
モラロジー協議会賞

優良賞　ぼくには、妹と弟がいます。八さいの妹と

は、よくしょうもないことでケンカをします。

四さいの弟は、わがままで、うっとうしいと

思うことがあります。

　でも、一人で心細い時は、二人がいると、

心強いです。例えば、おつかいにいくときで

す。一人でおつかいのときは、本当に買うも

のはこれでいいのかな、お金はこれでたりる

かな、たりなかったらどうしよう、などと弱

気なことを考えてしまいます。けれど、二人

がいれば、どうにでもなる！！と前向きに考

えることができます。また、この夏休みに兄

弟三人で電車に乗っておばあちゃんの家へ行

きました。正直、妹と電車でケンカしないか

な、弟がわがままいわないかなと、とても不

安でした。けれど電車にのれば、ケンカもせ

ず、弟がわがままをいうこともありませんで

した。弟がたいくつをしているときは、妹が

話し相手になってくれました。電車をのりか

えるときには、ホームはここで合っているの

かな、と不安になったけれど、二人がいてく

れて、一人じゃないと思い安心できました。

　兄弟とはケンカもするし、うっとうしいと

思うこともあるけれど、ぼくにとっては最強

の味方です。

　わたしはおねえちゃんとお母さんといっ

しょにくらしていて、３人家族です。ある日

わたしが小学生 4 年生の 10 月ごろ、お母さ

んがガンになってしまいました。お母さんが

ガンになったと知ったときは、家族３人みん

なでたくさん泣きました。でも、お母さんは

こうがんざいちりょうをうけて何回も苦しん

でいたのにずっとおねえちゃんとわたしを笑

わせてくれていました。

　そしてわたしは五年生になりました。わた

しはもう五年生になって、高学年にもなった

のでお母さんにおん返しをしたいと思いまし

た。だからわたしは家族になにがあっても必

ず家族みんなの幸せを優先して、毎日家族み

んなが幸せになるように、みんなが笑顔にな

るように努力しました。

　わたしはお母さんがガンになって、いやな

ことしかないと思っていたけど、自分はお母

さんや、周りの人たちのおかげで自分だけが

幸せだけではだめなんだ。みんなが幸せじゃ

なかったら自分は本当の幸せになれないと思

いました。だからお母さんはどんなときもみ

んなを笑顔にしてくれていることに気づけま

した。

　私には名前があります。私だけではなく、

家族、友達、先生、また通りすがりの人達に

も名前があります。多くの人達の名前が誰か

につけてもらったものだと思います。考えて

くれた名前がその人の名前になり、気に入ら

なくても、そうかんたんに名前は変えること

ができません。

　私がまだ園児だった頃、自分の名前が好き

ではありませんでした。私の名前は日本には

あまりいない名前で変に感じたからです。家

族には良い名前だと言ってもらっても私は好

きにはなれませんでした。

　でも母が、今の名前に決まるまでの経緯を

教えてくれて考えが変わりました。言葉も漢

字もこだわって、一生懸命考えてくれた名前

をきらいにはなれず、それどころか自分の名

前が好きになりました。

　自分の名前は自分で決めることができませ

んが、他の誰かにつけてもらうことで感謝の

気持ちをもつことができるようになりまし

た。

　母は

「命をもらって次にもらうのは名前だから、

名前は生まれて初めての誕生日プレゼントだ

よ。」

と言っていました。私の名前は宝物です。

　わたしには、一番おちつく時間があります。

それは、家族とその日あったことやうれし

かったこと、いやだったことやびっくりした

ことなどを話している時です。

　わたしは家族であそびに行く機会が多いで

す。例えば、家族でよくキャンプに行きます。

その時は、キャンプで何を食べるかや、何を

してあそぶかなどを話し合います。また、よ

くスノーボードにも行くので、行く前は、ど

こに行くかや、どんなわざを練習するかなど

も話し合います。行った後は、楽しかったこ

とやできるようになったことなどを話しま

す。話している時、お父さんはアドバイスを

してくれたり、新しいことを教えてくれたり

します。弟はよくおもしろいことを言ってみ

んなを笑わせてくれます。お母さんは、よかっ

たところを言ってくれることが多いのでうれ

しくなります。わたしは、そういう時間が本

当に楽しくて大好きです。

　わたしにとって家族はとても大切なそん在

で、家族がいるから毎日安心して生活するこ

とができています。だからこそ、家族と話す

ときが落ちつく時間になるのだと思います。

これからも、家族と話す時間を大切にしてい

きたいです。

　私がようち園の年長のころ。小学校にせおっ

ていくランドセルを買いに、ショッピングセ

ンターに行ったときのことでした。

　私は、ランドセルの色は茶色がいいと思っ

ていました。しかし、両親は反対しました。

私は母の仕事場で仕事がおわるのを待って、

夜おそくに家に帰っていたので、茶色だと車

からみえない、という理由でした。私は不満

をかかえてピンクのランドセルを買いました。

　しばらくして、母と祖父の家にむかいまし

た。ランドセルをもって。祖父の家につくと

祖父はこういいました。

「がんばって働いたお金で買った物だ。大切に

使うんだよ。」

祖父にそういわれて、不満はすぐになくなり

ました。祖父がたくさん働いてかせいだお金

です。いやな気もちで6年使うわけにはいけ

ないと思いました。

　だから、茶色でなくても大切なお金で買っ

た物。6年生まで使い続けるランドセル。最

近では、ランドセルを加工して大人になるま

で使うこともできるそうです。自分だけの、

たった一つのランドセルを使い続けることが

できます。私はこのランドセルを改めて、大

切にしようと思いました。

家族みんなの幸せ
広島市立長束小学校　舩越  美琴

生まれて初めての誕生日プレゼント
広島市立古市小学校　鄭  潤希

一番おちつく時間
広島市立毘沙門台小学校　椿  萌衣

一つのランドセル
広島市立矢野小学校　伊勢岡  佑奈
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参 加 学 校 名

広島県モラロジー協議会が行いました「家族のきずな」エッセイ募集事業の目的に
ご賛同いただいた77校から、5492名のご応募をいただきました。

広島市立荒神町小学校
広 島市 立青 崎 小 学 校
広島市立比治山小学校
広 島市 立皆 実 小 学 校
広 島市 立 翠 町小 学 校
広 島市 立 大 河 小 学 校
広島市立黄金山小学校
広 島市 立仁保 小 学 校
広 島市 立 楠 那 小 学 校
広島市立宇品東小学校
広 島市 立宇 品 小 学 校
広島市立向洋新町小学校

広島市立牛田新町小学校
広 島市 立牛 田 小 学 校
広 島市 立 矢 賀小 学 校

広 島市 立 基 町小 学 校
広 島市 立 袋 町小 学 校
広 島市 立千 田 小 学 校
広 島市 立 中島 小 学 校
広 島市 立 広 瀬 小 学 校
広 島市 立 本 川 小 学 校
広 島市 立 舟入小 学 校
広 島市 立 江 波小 学 校

広 島市 立石 内 小 学 校
広 島市 立 河 内 小 学 校
広島市立八幡東小学校
広島市立五日市観音西小学校
広島市立五日市観音小学校
広島市立五日市中央小学校
広島市立五日市小学校
広島市立五日市南小学校
広島市立楽々園小学校
広島市立石内北小学校
学校法人鶴学園なぎさ公園小学校

広島市立中野東小学校
広 島市 立 中 野 小 学 校
広 島市 立 畑 賀小 学 校
広 島市 立 船 越 小 学 校
広島市立矢野西小学校
広 島市 立 矢 野小 学 校
広島市立矢野南小学校
広島市立みどり坂小学校

広 島市 立 高 南 小 学 校
広 島市 立 三 田 小 学 校
広島市立狩小川小学校
広 島市 立 深 川 小 学 校
広 島市 立 真亀 小 学 校
広 島市 立 落合小 学 校
広島市立口田東小学校
広 島市 立 三 入小 学 校
広 島市 立可 部 小 学 校
広島市立可部南小学校
広 島市 立 飯 室小 学 校
広 島市 立 筒 瀬 小 学 校
広 島市 立日浦 小 学 校

広 島市 立 大 芝小 学 校
広 島市 立 三篠 小 学 校
広 島市 立 観 音小 学 校
広 島市 立己 斐 小 学 校
広 島市 立 古 田 小 学 校
広 島市 立 庚 午小 学 校
広島市立井口明神小学校
広 島市 立 高 須 小 学 校

広 島市 立 緑 井 小 学 校
広 島市 立中 筋 小 学 校
広 島市 立 古 市小 学 校
広 島市 立 大 町小 学 校
広島市立毘沙門台小学校
広 島市 立 安 東小 学 校
広 島市 立 祇 園 小 学 校
広 島市 立 山 本 小 学 校
広 島市 立 長 束小 学 校
広 島市 立 原 南 小 学 校
広 島市 立伴東小 学 校
広 島市 立伴 南 小 学 校
広 島市 立 東 野小 学 校
広島市立春日野小学校

モ ラ ロ ジ ー と は

　モラロジー（Moralogy）は、「道徳」を表す（moral）と「学」を表すロジー
（logy）からなる学問名です。日本はもとより世界の倫理道徳の研究をは
じめ、人間、社会、自然のあらゆる領域を考察し、人間がよりよく生きるた
めの指針を探求し提示することを目的とした総合人間学です。

　公益財団法人モラロジー道徳教育財団は、倫理道徳の研究と「心の生
涯学習」を推進する研究教育団体です。大正15（1926）年に法学博士・
廣池千九郎が創立、以来一貫して人間性・道徳性を育てる研究事業、社会
教育事業、社会教育活動事業、出版事業、助成事業を展開しています。

広島県モラロジー協議会は、

公益財団法人モラロジー道徳教育財団より設置を承認された団体です。

よりよい社会づくりに貢献することを目的とした生涯学習活動を行っています。

モラロジー（道徳科学）とは

公益財団法人モラロジー道徳教育財団

モラロジー教育では「3つの心」を育てます。

道徳で人と社会を幸せに道徳で人と社会を幸せに
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広島東モラロジー事務所

広島中央モラロジー事務所

広島西部モラロジー事務所

広島安佐モラロジー事務所

広島鯉城モラロジー事務所

「家族のきずな」エッセイ募集企業協賛社名簿

I IS協同組合

アクト中食株式会社

株式会社あじかん

井辻食産株式会社

扇屋塗料株式会社

有限会社大方塗装

株式会社兼正冷熱工業

カヤ工業株式会社

有限会社カワブ管財

観音不動産株式会社

共栄金属工業株式会社

京橋ユニオン

株式会社金融財務研究所

株式会社サニクリーン中国

株式会社さんびる

ジャトー株式会社 中国営業所

株式会社橘運送店

中国倉庫運輸株式会社

有限会社ハーティ・フーズ

株式会社原本木材店

株式会社ピーアンドピー

広島食肉市場株式会社

広島陸送株式会社

福留ハム株式会社

有限会社藤岡保険コンサルタント

株式会社古昌

株式会社文華堂

株式会社前田屋

有限会社マリンスター

有限会社ミヤヤス

株式会社モーツアルト

株式会社山貴

株式会社山本製作所

山元勇治税理士事務所

吉田物産株式会社

※50音順
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「家族のきずな」エッセイ募集個人協賛者名簿

秋 本 さ お り

石 田 　 直

和 泉 尚 美

井 上 君 枝

岩 部 通 夫

宇 恵 清 恵

植 田 冨 久 美

大 﨏 久 美 子

大 田 英 樹

大 坪 房 江

大 野 宏 子

沖 本 勝 則

折 川 享 延

金 末 謹 三

賀 谷 興 典

賀 谷 勝 義

賀 谷 誠 一

賀 谷 千 文

川 村 雄 二

川 本 　 通

川 本 松 夫

久 保 　 忠

栗 原 良 子

古 城 隆 男

古 城 保 男

後 藤 和 夫

小 山 幸 子

小 山 　 勉

酒 井 秀 樹

櫻 井 嘉 治

笹 口 　 薫

笹 長 久 恵

神 手 正 栄

進 藤 郁 朗

鋤 田 晋 二

須 山 健 司

高 野 正 明

田 上 美 津 子

髙 森 瑠 美 子

竹 本 祥 士

橘 　 義 昭

田 中 八 代 子

田 能 公 敏

茶 木 正 雄

茶 木 佳 子

鉄 村 禮 子

飛 子 和 義

富 田 逸 司

中 川 　 斎

中 島 　 章

中 島 修 治

中 村 光 子

中 村 光 宏

二 井 矢 香 予

畑 　 和 宏

畑 下 義 雄

馬 場 伸 之

濱 田 典 雅

濱 本 郁 子

濱 本 隆 夫

林 　 和 代

原 本 勝 幸

福 原 治 彦

福 原 康 彦

藤 田 和 広

藤 田 恭 子

藤 田 誠 一 郎

部 谷 佳 子

星 野 　 勉

松 岡 か ず え

松 岡 與 吉

三 戸 雄 二

宮 本 伊 知 郎

宮 本 美 佐 代

宮 本 善 州

村 上 格 郎

森 田 浩 市

森 原 敏 行

森 原 ミ ル ヱ

森 山 和 子

薮 本 タ ツ エ

山 根 邦 子

山 本 悦 子

吉 本 　 智


